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は

し

が

き

序

論

一

テ
キ
ス
ー

二

研

究

史

㈲

A
文
書
の
発
見
を
渡
辺
氏
の
四
学
説

仙

G
説

(江
戸
時
代
以
来
の
定
説
)
批
判

的

F
説

･
H
説
批
判

仙

偽
文
書
説
の
成
立
と
解
体

第

二
早

文
書
の
対
象

1

｢
箇
条
書
の
宣
告
文
｣

二

キ
リ
シ
タ

ン
党

第
二
章

対
象
と
の
関
係

一

統
合
の
論
理
と
排
除
の
論
理

二

｢
天
下
｣
の
構
想

第
三
章

文
書
の
分
析

一

四
法
令
群

へ
の
分
解

二

β
群
の
分
析

三
㈲の
首
都
の
分
析

四

γ群
の
分
析

第
四
章

文
書
の
機
能
と
成
立
過
程

一

文
書
の
作
成
主
体

二

右
近

へ
の
棄
教
要
求

三

文
書
の
二
段
階
成
立

四

コ
エ
-
ヨ
と
の
交
渉

五

翌
朝
の
演
説

第
五
章

文
書
の
伝
来
と
名
称

-

む
す

び
に
か
え
て
-

･
･

.
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.
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は

し

が

き

本
論
は
､
秀
吉
朱
印
状
で
<
天
正
十
五
年
六
月
十
八
日
付
'
十

一
ヵ
条
か
ら
な
る

｢覚
｣
>
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る

(立
論
の
都
合
上
'

(-
)

当
文
書
を

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
と
名
付
け
､
｢
A
文
書
｣
と
表
記
す
る
)｡

こ
の
A
文
書
を
考
察
す
る
た
め
の
参
考
史
料
と
し
て
､
ま
ず
文
書
に

は
､
<
天
正
十
五
年
六
月
十
九
日
付
､
五
ヵ
条
か
ら
な
る

｢定
｣
>
(平
戸
松
浦
博
物
館
所
蔵
｢松
浦
家
文
書
｣
所
収
)が
あ
る

(
こ
れ
を

｢伴
天

(2
)

連
追
放
令
｣
と
名
付
け
'
｢
B
文
書
｣
と
表
記
す
る
)｡
記
録

･
編
纂
物

･
著
述
と
し
て
は
､
次
の
四
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

Sl
五
八

(3
)

(4
)

八
年
二
月
二
十
日
付
､
有
馬
発
フ
ロ
イ
ス
書
翰
｡

何
フ
ロ
イ
ス

『
日
本
史
』
第
二
部
第
九
十

七章
｡
銅
ア
ビ
ラ

･
ヒ
ロ
ン

『
日
本

王
国

(5
)

(6
)

(7
)

記
』
第
五
章
第
二
節
｡
国

｢
九
州
御
動
座
記
｣
所
収
書
翰

(
こ
れ
ら
を
記
録
S
､
記
録
的
の
如
く
表
記
す
る
)
0

当
該
A
文
書
を
同
時
代
人
は

｢箇
条
書
の
宣
告
文
｣

｢伴
天
連
成
敗
御
朱
印
状
｣
と
呼
ん
で
い
た
が
､
本
来
何
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ

る
か
と
い
う
問
題
こ
そ
が
本
稿
の
中
心
課
題
で
あ
り
､
そ
れ
故
'
本
論
の
最
後
第
五
章
で
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
｡

当
文
書
の
様
式
論
上
の
特
徴
と
し
て
､
次
の
六
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
①
書
出
に

｢覚
｣
と
あ
る
こ
と
｡
②
中
書
が

｢
一
つ
書

式
｣
で
あ
る
こ
と
｡
③
書
留
に
処
罰
文
言
が
あ
る
こ
と
｡
④
日
付
に
年
付
が
あ
る
こ
と
｡
⑤
差
出
所
に

｢御
朱
印
｣
の
あ
る
こ
と
｡
⑥
宛

名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
｡

③

･
④

･
⑤
か
ら
'
当
文
書
が
公
文
書
で
あ
り
､
特
に
⑤
か
ら
は
当
文
書
正
文
の
差
出
人
が
秀
吉
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
に
対
し
､

⑥
か
ら
は
受
取
人
が
誰
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡
そ
れ
故
本
論
第

一
章
で
は
､
当
文
書
が
誰
に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の
か
を
問
題
と

｢キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究
(安
野
)



四
二

し
た
い
｡
次
に
第
二
章
で
は
'
対
象
と
の
関
係
を
問
題
と
し
た
い
｡
そ
の
為
に
は
特
に
①
や
③
を
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
｡
第
三
章
で

は
②
の
十

一
ヵ
条
か
ら
な
る
中
書
を
四
法
令
群
に
分
解
し
､
第
四
章
で
は
各
群
毎
に
文
書
の
機
能
を
考
察
し
､
あ
わ
せ
て
当
文
書
の
成
立

過
程
を
考
察
す
る
｡

本
稿
は
､
昭
和
五
十
五
年
度
の
史
学
会
大
会
で
の
口
頭
発
表
以
来
､
速
巡

･
反
翁
し
思
わ
ず
長
時
間
に
亙

っ
て
し
ま
っ
た
考
察
に
最
後

の
ケ
リ
を
付
け
る
べ
く
記
し
た
も
の
で
あ
る
｡
本
考
察
の
出
発
点
は
第
三
幸
三
に
述
べ
る
如
く
､
文
書
中
央
に
位
す
る
第
六
条
首
部
の
字

句
へ
の
拘
泥
に
あ
り
､
そ
の
解
明
の
試
み
が
い
つ
し
か
本
論
を
こ
の
様
に
脹
ら
ま
せ
て
し
ま

っ
た
｡

序
論

一
に
不
必
要
な
ま
で
紙
幅
を
割
い
て
い
る
の
は
'
現
在
進
行
中
の
三
鬼
清

一
郎
氏
と
の
論
争
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡

ま
た
序
論
二
で
渡
辺
氏
の
四
学
説
t
E
説
と
G
説
と
の
同

一
視
等
を
記
し
た
際
に
思
い
出
し
た
こ
と
は
'
昭
和
三
十
七
年
に
尾
藤
正
英
先

生
が
東
京
大
学
文
学
部
に
赴
任
さ
れ
､
偶
か
小
生
も
講
蓬
の
末
席
を
稜
す
こ
と
の
で
き
た
学
部
最
初
の
講
義
が
キ
リ
シ
タ
ン
史
で
あ

っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
拙
い
小
論
を
先
生
に
捧
げ
る
こ
と
で
､
柳
か
な
り
と
も
御
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
誠
に
幸
で
あ
る
｡

序

請

一

テ

キ

ス

ト

B
文
書
が
江
戸
時
代
以
来
い
わ
ば
周
知
の
文
書
で
あ

っ
た
の
に
比
べ
､
こ
の
A
文
書
は
'
昭
和
八
年
頃
桑
田
忠
親
氏
に
よ

っ
て
伊
勢
の



(8
)

(9
)

神
宮
文
書
の
中
で
尭
見
さ
れ
,
同
十
四
年
渡
辺
世
祐
氏
に
よ
っ
て
歴
史
学
界
に
解
介
さ
れ
る
と
い
-
華
々
し
い
デ
ビ

ュ
ー
の
歴
史
を
持

っ

て
い
る
｡

桑
田
氏
の
発
見
さ
れ
た
も
の
は
､
神
官
文
庫
所
蔵

『御
朱
印
師
職
古
格
』
(以
↑

『古
格
』
と
略
す
)
所
載
の
A
文
書
の

｢写
し
｣
で
あ
り
'

昭
和
五
十
五
年
春
,
三
鬼
清

一
郎
氏
も
同
じ
神
官
文
庫
の
中
で

『古
文
書
之
写
』
(上
↑
二
冊
)
(以
下

『写
』
と
略
す
)
の
中
に
当
A
文
書
の

(10
)

｢写
し
｣
を
発
見
し
､

翌
年
耗
介
さ
れ
た
｡
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
当
文
書
の

｢正
文
｣
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
｡

(ll
)

昭
和
五
十
七
年
,
平
井
誠
二
氏
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る

『古
格
』
五
部
と

『写
』

一
部
に
関
す
る
文
献
学
的
考
察
を
試
み
ら
れ
た
｡
立

論
の
都
合
上

『古
格
』
の
諸
写
本
を
次
の
如
-
表
記
す
る
｡

イ
本
妻

-
神
官
文
庫
所
蔵
､

｢久
志
本
｣

｢林
崎
文
庫
｣
の
蔵
書
印
あ
り
｡

ロ
本
-
-
神
官
文
庫
所
蔵
'
文
化
元
年
書
写
本
｡

ハ
本
-
･･･国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
､
文
政
十

1
年
書
写
本
.

ニ
本
-
‥
-
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
､
大
正
八
年
謄
写
本
｡

ホ
本
-
-
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
､
大
正
九
年
謄
写
本
｡

ニ
本

･
ホ
本
は
共
に
イ
本
の
謄
写
本
で
あ
り
､
同

一
系
統
に
属
し
て
い
る
の
で
,
A
文
書
の

｢写
し
｣
を
収
録
し
て
い
る
写
本
は

『古

格
』
の
イ
本

･
ロ
本

･
ハ
本
と

『
写
』
の
四
種
類
と
な
る
｡
平
井
氏
の
明
ら
か
に
さ
れ
た

『古
格
』
の
系
統
図
を
示
す
と
<
図

1
>
の
如

(12
)

く
な
る
｡
氏
は
神
官
文
庫
の
調
査
を
進
め
れ
ば

｢今
後
新
た
な
史
料
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
｣
と
し
て
多
-
を
保
留
さ

れ
'
｢史

料
と
し
て
の
良
否
に
つ
い
て
確
定
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
｣
と
し
て
お
ら
れ
る
が
'
イ
本

･
ロ
本

･
ハ
本
と

『写
』
の
四
着
の
う

ち
で
,
三
鬼
氏
に
よ
り
良
質
な
史
料
と
し
て
紹
介
さ
れ
た

『写
』
は
∧
『
古
格
』
か
ら
必
要
な
文
書
を
抜
き
出
し
'
そ
れ
に
他
の
文
書
を

｢
キ
リ
シ
タ

ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)



二 本

(1919年)

ホ 本

(1920年)

- 本

(1828年)

イ 本 ⇒
1771-午)

ロ 本f (

<図1>

原本 → 久志本氏本

(1696-99年)(1755年)

==-=事関係の明確なもの

- 関係の不明をもの

( )内の数値は成立年代 (1804年)

<表 1>

四
四

加
え
て
作
成
さ
れ
た
も
の
>
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
'

『写
』
の
史
料
的
価
値
は
他
の
も
の

よ
り
低
く
'
又
'
内
閣
文
庫
所
蔵
の
ハ
本
は
'
第

一
次
写
本
の

｢久
志
本
氏
本
｣
と
の
関
係
が
明
確
で
あ
る

こ
と
か
ら
'
最
も
良
質
な
史
料
と
思
わ
れ
る
｡

更
に
平
井
氏
は
t
A
文
書
に
閑
し
四
種
類
の
写
本
相
互
間
の
文
字
の
異
同
を
五
十
九
項
目
に
亙
り
数
え
挙

(13
)

げ
て
お
ら
れ
る
｡
平
井
氏
の
命
名
に
従
い
イ
本
所
収
の
A
文
書
を
底
本
･
ロ
本

二

本
所
収
の
も
の
を
甲
本

･
乙
本
'

『写
』
所
収
の
も
の
を
丙
本
と
し
､
相
互
に
異
な
る
項
目
の
数
を
示
す
と
<
表
-
>
の
如
く
な
る
｡

次
に
'
相
異
す
る
項
目
の
数
を
距
離
に
置
き
換
え
る
と
四
書
の
関
係
は
<
図
2
>
の
如
く
な
る
｡
尤
も
,
四

書
の
関
係
を
同

一
平
面
上
に
正
確
に
図
示
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
'
多
少
立
体
的
な
関
係
に
な
る
は
ず
で
あ

る
が
'
H
四
着
の
中
で
は
乙
本
が
中
心
部
に
'
他
の
三
者
が
周
縁
部
に
位
置
す
る
こ
と
,
日
中
で
も
丙
本
が

他
の
三
者
か
ら
最
も
遠
い
所
に
あ
る
こ
と
'
臼
乙
本
と
底
本
と
の
差
が

一
番
少
な
い
こ
と
,
が
確
認
さ
れ
る
.

こ
こ
か
ら
も
'
乙
本
が

一
番
原
本
に
近
く
'
丙
本
を
良
質
な
史
料
と
す
る
の
は
む
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

(14
)

項
目
の
数
え
方
に
よ
り
'
多
少
の
変
化
は
あ

っ
て
も
'
乙
本
や
丙
本
の
占
め
る
位
置
に
大
き
な
変
化
は
起
こ

り
え
な
い
し
'
又
'
こ
の
結
果
が
先
に
系
統
図
で
考
え
た
結
果
と
も

1
致
し
て
い
る
点
は
大
層
興
味
深
い
｡

以
上
か
ら
､
平
井
氏
の
業
績
に
従
う
限
り
'
氏
の
保
留
に
も
拘
ら
ず
'
内
閣
文
庫
本
が
現
存
す
る
諸
写
本

(15
)

の
中
で
最
も
良
質
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
な
お
､
底
本
と
乙
本
と
の
間
の
著
し
い
相
異
点
は
,

ヽ

ヽ

1

ヽ

第
三
条
の

｢当
座
之
儀
｣
が

｢当
時
之
儀
｣
'
第
六
条
の

｢無
其
隠
侯
事
｣
が

｢無
其
隠
之
事
｣
と
あ
る
こ

と
の
二
点
で
あ
る
｡

し
か
も
こ
の
二
点
は
'
甲
本

･
丙
本
共
に
底
本
と
同
じ
で
あ
り
乙
本
の
誤
り
と
思
わ
れ

曙はドドトトト.≡.卜ら
阜
.r,.rj
..ト

蔓
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上
p
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る
が
,
こ
こ
で
は
以
上
の
結
果
を
尊
重
し
て
'
内
閣
文
庫
本
所
載
文
書
を
テ
キ
ス
ト
と
す
る
｡

各
条
を
特
定
す
る
た
め

1
つ
書
の
｢
こ

の
上
に

3
-餌の
番
号
を
付
し
た
.
今
後
は
立
論
の
都
合
上
'
第

妄

を

Ⅲの
如
く
表
記
す
る
｡

覚

3

一
伴
天
連
門
徒
之
儀
者

共
著
之
心
次
第
た
る
へ
き
事

(姓
)

佃

1
国
郡
在
所
を
御
扶
持

二
被
遣
侯
を

其
知
行
中
之
寺
請
百
性

以

下
を

心
さ
し
も
無
之

処

押
付
而
給
人
伴
天
連
門
徒

二
可
成
由
申

理
不
尽
二
成
侯
段

曲
事
候
辛

(座
カ
)

刷

l
英
国
郡
知
行
之
儀

給
人

二
被
下
僕
事

ハ

当
時
之
儀
二
供

給
人
は
香
り
候
と
い
へ

(姓
)

と
も

百
性

ハ
不
替
老

二
候
条

理
不
尽
之
儀

何
か
に
付
て
於
有
之
者

給
人
を
曲

事
被
仰
出
侯
間

可
成
其
意
侯
事

囲

l
弐
百
町
二
三
千
貫
よ
り
上
之
者

伴
天
連

二
成
侯
お
ゐ
て
ハ

奉
得

公
儀
御
意
次
第

こ
な
り
可
申
事

伸

一
右
之
知
行
よ
り
下
を
取
候
老

ハ

八
宗
九
宗
之
義
侠
間

其
主

l
人
宛

ハ
心
次
第
可
成

候
事

㈲

一
伴
天
連
門
徒
之
儀

ハ

一
向
宗
よ
り
も
外

二
申
合
侯
条

被
聞
召
侯

一
向
宗
其
国
郡

二
寺
内
を
立

給
人

へ
年
貢
を
不
成

井
加
賀
国

一
国
門
徒

二
成
侯
而

国
主
之
富
樫

を
追
出

一
向
宗
之
坊
主
も
と
へ

令

知
行

共
上
越
前
迄
取
侯
而

天
下
之
さ
わ
り

ニ

(侯
カ
)

成
侯
義

無
其
隠
之
事

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)

<図2>



憂

軒FIp･J,ンこ
く

四
六

S

l
本
蘇
寺
門
徒

其
坊
主
天
満
に
寺
宝

止
さ
せ

錐
免
置
侯

寺
内

:
如
前
々
ニ
ハ

不
被
仰
付
侯
事

㈲

一
国
郡
又
は
在
所
を
持
侯
大
名

其
家
中
之
者
共

伴
天
連
門
徒

二
押
付
成
候
事

ハ

本
願
寺
門
徒
之
寺
内
空

止
し
ょ
り
も
太
不
可

然
義
侠
問

天
下
之
さ
わ
り

こ
可
成
侯
粂

其
分
別
無
之
老

ハ

可
被
加
御
成
敗
侯
事

朝

一
伴
天
連
門
徒
心
さ
し
次
第

二
下
々
成
侯
義

ハ

八
宗
九
宗
之
義
侯
間

不
苦
辛

的
1
大
唐

南
蛮

高
麗
江
日
本
仁
皇

冗
遣
侯
事
曲
事

付

日
本

こ
お
ゐ
て
人
之
売
買
停
止
之
事

餌
1
牛
馬
ヲ
売
買

こ
ろ
し
食
事

是
又
可
為
曲
事
事

右
之
粂
々

堅
被
停
止
畢

若
違
犯
之
族
有
之
老

忽
可
被
処
厳
科
老
也

天
正
十
五
年
六
月
十
八
日

御
朱
印

二

研

究

史

何

A
文
書
の
発
見
と
渡
辺
氏
の
四
学
説

A
文
書
の
発
見
が
当
時
の
学
界
に
与
え
た
衝
撃
の
最
大
の
中
心
は
二

日
違
い
の
日
付
を
も
つ
B
文
書
と
の
相
互
関
係
を
ど
の
よ
う
に

理
解
す
る
か
で
あ

っ
た
｡
A
･
B
両
文
書
が
共
に
秀
吉
の
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
の
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
両
文
書
の
歴
史
的
位
置
付
け
,

或
い
は
両
文
書
の
対
象
を
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
が
学
問
の
新
課
題
と
な

っ
た
の
で
あ
る
｡

(17
)

こ
の
難
題
に
最
初
に
取
り
組
ま
れ
た
の
が
先
に
紹
介
し
た
渡
辺
氏
で
あ
る
｡

氏
は

｢仮
に
次
の
二
つ
の
考
察
が
な
し
得
ら
れ
る
と
思
ふ

か
ら
そ
れ
を
試
に
述
べ
て
見
や
う
｣
と
し
て
二
通
り
の
考
え
方

(E
説
･
F
説
)
を
箇
条
書
に
し
て
示
し
た
後
､
｢
こ
の
二
つ
の
考
察

の
何

～Il･

■書

tlL70
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れ
で
あ
る
か
は
知
る
こ
と
は
出
来
ぬ
｣
と
し
て
更
に
別
個
の
解
釈

(G
説
)
を
地
の
文
に
お
い
て
行
な

っ
た
｡

更
に
氏
は
二
年
後
の
昭
和

十
六
年
に
先
に
発
表
し
た
考
察
に
対
し

｢検
討
が
十
分
で
な
か
っ
た
と
考
へ
る
の
で
'
そ
れ
を
更
に
厳
密
に
説
明
し
'
且
つ
修
補
し
て
置

(18
)

き
た
い
｣
と
し
て
更
に
新
し
い
解
釈

(H
説
)
を
発
表
さ
れ
た
｡
こ
の
H
説
は
そ
の
後
永
-
学
界
に
お
い
て
通
説
と
し
て
の
地
位
を
保
つ

こ
と
と
な

っ
た
｡
渡
辺
氏
の
四
説
を
私
な
り
に
整
理
し
て
述
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
｡

E
説

秀
吉
の
意
志
が
短
期
間
に
寛
容
か
ら
厳
重
に
変
化
し
た
た
め
連
続
し
て
出
さ
れ
'
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
を

目
的
に
A
文
書
が
,
更
に
一
日
後
'
当
該
信
仰
を
厳
重
に
取
り
締
る
た
め
に
B
文
書
が
そ
れ
ぞ
れ
発
布
さ
れ
た
｡

F
説

両
文
書
の
公
布
対
象
が
異
な
り
,
A
文
書
は
上
方
､
B
文
書
は
九
州
地
方
に
出
さ
れ
た
､
A
文
書
が

｢写
し
｣
と
し
て
で
あ
れ
神

宮
文
庫
に
､
又
B
文
書
が
松
浦
家
に
現
存
し
て
い
る
の
は
こ
の
間
の
事
情
を
物
語

っ
て
い
る
｡

G
説

A
文
書
は
基
本
法
,
B
文
書
は
追
加
法
で
あ
り
,
秀
吉
は
九
州
に
赴
き
,
イ
エ
ズ
ス
会
や
教
会
領
長
崎
の
実
情
を
知
る
に
及
び
'

A
文
書
で
は
イ
エ
ズ
ス
会
や
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
の
本
願
寺
的
性
格
を
批
判
し
'
B
文
書
に
お
い
て
は
こ
れ
を
厳
重
に
禁
止
し
た
｡

H
説

A
文
書
は
国
内
の
一
般
民
衆
宛
に
'
B
文
書
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
等
外
国
人
宛
に
出
さ
れ
た
｡

と
こ
ろ
で
,
渡
辺
氏
は
H
説
発
表
に
際
し
て
､
先
に
発
表
し
た
考
察
を
E
説
と
F
説
で
は
な
く

G
説
と
F
説
の
二
つ
に
纏
め
ら
れ
た
｡

こ
の
こ
と
は
氏
が
E
説
と
G
説
と
を
同

一
視
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
事
実
G
説
に
立
て
は
G
説
と
E
説
と
の
間
に
区
別
を
設
け

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
､
し
か
も
当
G
説
は

｢伴
天
連
追
放
令
｣
発
布
の
原
田
は
教
会
領
長
崎
に
あ
り
'
<
秀
吉
は
教
会
領
長
崎
の
実
情

を
知
る
に
及
び
B
文
書
を
発
布
し
た
>
と
い
う
江
戸
時
代
以
来
の
定
説
的
な
歴
史
の
見
方
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
｡

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)

四
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四
八

㈲

G
説

(江
戸
時
代
以
来
の
定
説
)
批
判

G
説
の
前
提
を
な
す
歴
史
観
は
現
在
で
も
依
然
と
し
て

｢定
説
｣
で
あ
り
､
こ
の
問
題
を
論
ず
る
凡
て
の
論
者
が
こ
の
見
方
を
し
､
場

合
に
ょ

っ
て
は
∧

｢伴
天
連
追
放
令
｣
発
布
直
後
イ
エ
ズ
ス
会
の
支
配
し
て
い
た
長
崎

･
浦
上

･
茂
木
の
地
は
公
領
と
な

っ
た
>
と
さ
え

(19
)

述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

し
か
し
な
が
ら
､
こ
の
問
題
の
実
証
を
試
み
た
研
究
は
意
外
に
少
な
く
'
僅
か
に
清
水
紘

一
氏
の
業
績
を
数
え
る
の

み
で
あ
る
｡
し
か
も
管
見
に
よ
れ
ば
､
氏
の
説
は
多
-
の
史
料
の
無
視
と
否
定
の
上
に
築
か
れ
た
砂
上
の
楼
閣
で
､
成
立
不
可
能
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
｡
こ
の
問
題
は
別
稿
に
お
い
て
論
ず
る
予
定
で
あ
る
が
､
そ
の
論
拠
を
多
少
述
べ
る
と
次
の
如
-
な
る
｡

3

Ⅶ
E

H

記
録

Sに
は
､
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
有
馬
氏
が
秀
吉
の
人
質
要

求

を
拒
絶
し
た
は
か
り
か

｢伴
天
連
追
放
令
｣
発
布
後
も
領
内
に

多
数
の
宣
教
師
を
匿
ま
い
､
領
民
に
対
し
て
も
強
制
改
宗
を
進
め
る
等
､
秀
吉
の
意
に
逆
ら
う
行
為
を
続
け
た
と
あ
る
｡

日
記
錠
再
に
は
､
天
正
十
五
年
の
秀
吉
の
九
州
征
服
後
､
天
正
十
九
年
十

l
月
二
十
五
日
に
本
渡
城
が
小
西
行
長
に
ょ
り
落
さ
れ
る

(21
)

迄
'
天
草
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
天
草
種
元
は
秀
吉
に
反
旗
を
翻
し
､
従
わ
な
か
っ
た
と
あ
る
｡

(22
)

臼

高
瀬
弘

1
郎
氏
の

｢
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
の
軍
事
計
画
｣
に
ょ
る
と
､
｢伴
天
連
追
放
令
｣
発
布
の
前
後
､
イ
エ
ズ
ス
会
は
軍
事

計
画
を
持
ち
'
武
器
を
密
か
に
長
崎
に
蓄
え
て
い
た
と
あ
る
｡

H

･
目
を
考
え
合
わ
せ
る
と

｢伴
天
連
追
放
令
｣
発
布
直
後
､
武
器
を
密
か
に
蓄
え
て
い
た
教
会
領
長
崎
が
秀
吉
の
支
配
下
に
あ

っ
た

と
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
､
む
し
ろ
翌
天
正
十
六
年
四
月
鍋
島
氏
が
長
崎
の
代
官
に
な

っ
た
時
点
で
始
め
て
秀
吉
の
支
配
の
及
ぶ
公
領

と
な

っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

実
証
的
裏
付
け
が
陵
味
な
の
に
も
拘
ら
ず
､
こ
の
よ
う
な
見
方
が
定
説
化
し
え
た
の
は
､
歴
史
の
古
き
に
一
つ
の
原
田
を
見
出
す
こ
と

一1-･･～･･･I････-,-～･Ip･･.-11･1･･JJTdrt■'ヽi



(23
)

が
で
き
る
｡

実
質
的
に
は
長
崎
奉
行
席
編
纂
の
公
的
歴
史
書
と
見
倣
し
う
る
田
辺
茂
啓
著

『
長
崎
実
家
大
成
』
第

1
巻
で
は
t
B
文
書
が

｢秀
吉
公
被
禁
邪
宗
門
'
長
崎
御
料
所

二
被
仰
付
事
｣
と
い
う
項
目
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
｡
当
該
編
集
が
定
説
と
深
い
関
係
に
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡
な
お
田
辺
氏
は

｢御
禁
制
ノ
天
主
耶
蘇
教
ノ
文
｣
が

｢唐
船
持
渡
書
籍
ノ
内
｣
に
あ
る
か
否
か
を
改

め
る

(24
)

｢書
物
改
役
｣
の
仕
事
を
行
な
う

｢長
崎
聖
堂
｣
の

｢書
記
役
｣
で
あ
り
'
キ
-
シ
タ
ン
に
対
す
る
排
外
主
義
的
な
見
方
は
同
著
書
作
成

の
大
前
提
で
あ

っ
た
｡

(25
)

こ
れ
よ
り
先
'
恐
ら
く
元
禄
十
年
頃
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る

『
長
崎
根
元
記
』
に
お
い
て
t
B
文
書
は

｢秀
吉
公
長
崎
公
料
に
被
召
上

御
条
目
御
朱
印
並
耶
蘇
宗
門
排
行
御
停
止
御
書
達
之
事
｣
と
い
う
項
目
の
中
に
'
し
か
も
文
書
の
年
号
を
無
視
し
て

｢御
条
目
｣

｢御
朱

印
｣
の
後
に
収
め
ら
れ
て
お
り
'
定
説
的
な
見
方
で
文
書
の
編
纂
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
｡

以
上
か
ら
､
渡
辺
氏
が
A
文
書
発
見
に
よ

っ
て
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
的
歴
史
観
を
修
正
す
る
の
で
は
な
-
し
て
'
む
し
ろ
そ
の
中
に

A
文
書
を
如
何
に
う
ま
-
族
め
込
む
か
と
い
う
方
向
で
諸
説
を
考
え
て
い
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
渡
辺
氏
が
E
説
と
G
説
と

を
同

一
視
し
'
E
説
そ
れ
自
身
に
余
り
重
き
を
置
か
な
か

っ
た
こ
と
は
'
当
時
の
歴
史
学
界
に
と

っ
て
'
江
戸
時
代
以
来
の
排
外
主
義
的

な
歴
史
観
か
ら
の
訣
別
が
い
か
に
困
難
で
あ

っ
た
か
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡

回

F
説

･
H
説
批
判

F
説
と
H
説
は
共
に
秀
吉
の
統

一
し
た
意
志
が
A

･
B
両
文
書
を
生
み
出
し
た
と
い
う
前
提
の
上
で
'
両
文
書
間
に
役
割
分
担
の
違
い

を
求
め
る
と
い
う
発
想
に
立

っ
て
お
り
'
秀
吉
の
意
志
が
変
化
し
な
い
と
し
た
点
'
両
文
書
間
に
相
互
補
完
的
な
関
係
を
予
想
し
た
点
等

が
E
説
と
際
立

っ
た
対
照
を
な
し
て
い
る
｡
秀
吉
の
意
志
が
変
化
し
た
と
す
る
か

(変
化
説
)'
変
化
し
な
か
っ
た
と
す
る

か

(不
変
説
)

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)
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年 号 l法 令 名 t書出

天正十一年 f歪芸重苦芸 l孟

天正十五年毎 孟表芸令l芸
天正十六年 芸芸芸止令 摩-

天正十九年 身分法令 l定

天正二十年 t人掃令 l?

五
〇

･に
放

っ
て
四
説
を
再
整
理
す
る
と
t
E
説
と
F
･
H
説
と
が
相
対
立
し
'
G
説
は
両
者

の
中
間
に
位
す
る
こ
と
に
な
る
｡

(26
)

B
文
書
第
三
条
に
は
'
秀
吉
の
意
志
の
変
化
を
示
す
文
言
が
あ
り
'
六
月
十
九
日
早

朝
の
秀
吉
の
キ
リ
ス
ト
教

･
伴
天
連
非
難
の
演
説
は
A
文
書
か
ら
B
文
書
へ
の
秀
吉
の

(節
)

心
理
的
変
化
の
節
目
に
当

っ
て
い

る

｡

こ
の
二
点
か
ら
秀
吉
の
突
然
の
変
心
は
疑
う
余

地
が
な
い
と
思
わ
れ
る
｡
更
に
又
t
A
･
B
両
文
書
が
秀
吉
の
一
貫
し
た
意
志
の
下
に

作
成
さ
れ
'
相
互
補
完
を
な
す
な
ら
'
日
付
も
伝
来
も
同

一
で
あ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
｡
以
上
か
ら
'
不
変
説
と
い
う
点
で
両
説
の
成
立
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
｡

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
説
に
つ
い
て
そ
の
後
の
展
開
と
の
関
係
で
述
べ
て
お
き
た
い
｡
A
文
書
の

｢写
し
｣
が
二
度
に
亙
り
神
官
文
庫
か

ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
'

『古
格
』
の
第

一
次
写
本
が
伊
勢
神
宮
の
御
師
久
志
本
氏
の
下
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
､
同
書
原
本
の
作
者
も
久

志
本
氏
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
な
ど
t
A
文
書
と
伊
勢
神
宮
と
の
特
別
な
結
合
が
想
定
さ
れ
る
が
'
昭
和
五
十
四
年
こ
の
問
題
に
照

(con)

明
を
当
て
ら
れ
た
の
が
岩
沢
窓
彦
氏
で
あ
る
｡
氏
は
そ
の
立
論
の
基
礎
を
F
説
に
置
い
て
お
ら
れ
る
｡
F
説
及
び
新
F
説
と
し
て
の
岩
沢

説
に
対
す
る
私
の
疑
問
を
こ
こ
で
述
べ
る
と
'
文
書
の
伝
来
と
文
書
の
対
象
と
が

1
致
す
る
の
は
<
文
書
の
本
質
的
効
力
に
基

づ
く
伝

来
>
の
場
合
で
あ
-
'
A
文
書
の
場
合
'
本
稿
第
五
章
に
お
い
て
述
べ
る
如
く
文
書
の
伝
来
は
偶
然
的
な
要
因
に
ょ

っ
て
お
り
'
文
書
の

対
象
と
は
無
関
係
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

(29
)

森
山
恒
雄
氏
は

『
日
本
古
文
書
学
講
座
6

近
世
-
』
に
お
い
て
'
秀
吉
文
書
の
う
ち
宛
名
が
無
-
下
達
対
象
が
日
本
全
土
の
人
民
で



あ
る
も
の
を

｢国
家
法
｣
と
称
す
べ
き
だ
と
し
て
当
A
文
書
も
そ
の
中
に
数
え
て
お
ら
れ
る
｡
こ
の
森
山
説
が
通
説
の
H
説
に
基
づ
い
て

い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
で
､
氏
の
挙
げ
て
お
ら
れ
る

｢国
家
法
｣
に
お
い
て
､
書
出
の
例
文
は
<
蓑
2
>
の
如
-

｢定
｣

｢粂
々
｣
で
あ
り
､
｢覚
｣
は
例
外
的
で
あ
る
｡
｢定
｣
は
法
制
定
著
の
意
志
の
表
現
で
あ
り
､
｢粂
々
｣
は
中
書
が

｢
一
つ
書
式
｣
で
あ
る

こ
と
か
ら
来
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
し

｢覚
｣
と
は
､
当
事
者
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
非
公
開
性
の
文
書
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ

(初
)

う
か
｡
相
田
二
郎
氏
は
こ
の
よ
う
な
も
の
を

｢粂
書

･覚
書

｣

と
概
念
化
し
て
お
ら
れ
る
｡

㈲

偽
文
書
説
の
成
立
と
解
体

(31
)

(32
)

渡
辺
氏
以
後
の
研
究
と
し
て
海
老
沢
有
道
氏
や
松
田
毅

一
氏
の
業
績
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'
こ
れ
ら
は
総
じ
て
A
･
B
両
文

書
の
内
的
関
連
を
前
提
と
し
た
上
で
両
者
を
比
較
す
る
と
い
う
渡
辺
氏
の
発
想
の
枠
内
に
あ
り
､
A
文
書
そ
れ
自
身
に
対
す
る
個
別
研
究

と
い
う
発
想
が
最
初
か
ら
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
｡

(33
)

昭
和
四
十
九
年
､
三
鬼
清

一
郎
氏
が
<
A
文
書
は
偽
文
書
で
あ
る
>
と
の
新
説
を
主
張
さ
れ
る
に
及
び
､
当
A
文
書
に
対
す
る
学
界
の

関
心

･
議
論
は
再
び
高
ま
り
を
示
す
に
至

っ
た
｡
ま
ず
煎
本
増
夫
氏
は
､
三
鬼
氏
が
論
拠
の
一
つ
と
し
た

｢弐
百
町
二
三
千
貫
｣
と
い
う

表
現
が
当
時
の
用
例
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
､
更
に
H
説
に
対
す
る
批
判
を
も
試
み
'
<
当
法
令
は

｢大
身
武
士
層
の
キ
リ
シ
タ
ン

化
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
｣
で

｢国
内
の
民
衆

一
般
に
発
布
さ
れ
た
と
す
る
通
説
は
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｣
>
と
主
張
さ
れ

(34
)

(35
)

た
が
へ
三
鬼
説

･
渡
辺
説
を
共
に
覆
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
｡

(36
)

昭
和
五
十
四
年
､
岩
沢
窓
彦
氏
は
当
文
書
が
伊
勢
神
宮
に
伝
来
す
る
に
至
る
経
緯
を
明
ら
か
に
さ
れ
､
こ
れ
に
応
え
て
三
鬼
氏
は
前
説

(37
)

を
撒
回
さ
れ
た
｡
岩
沢
説
の
基
礎
に
は
F
説
が
あ
る
が
､
現
在
学
界
は
当
文
書
の
対
象
を

｢上
方
中
心
｣
よ
り
更
に
狭
-
伊
勢
神
宮
に
限

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)



i
.
J

J･

]
･

五
二

(
認
)

定
す
る
方
向
に
あ

る

｡

以
上
の
如
-
､
昭
和
五
十
年
前
後
か
ら
'
A
文
書
そ
れ
自
身
を
対
象
と
す
る
研
究
が
現
わ
れ
た
と
は
言
え
,
B
文
書
と
の
関
連
を
前
提

と
し
た
上
で
の
両
者
の
比
較
と
い
う
渡
辺
氏
以
来
の
発
想
が
未
だ
克
服
さ
れ
ず
に
存
続
し
て
い
る
の
が
学
界
の
実
状
で
あ
る
｡

第

一
章

文
書
の
対
象

一

｢
箇
条
書
の
宣
告
文
｣

記
錠
S

.
伺

･
3
:か
ら
当
A
文
書
は
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
高
山
右
近
に
対
す
る
弾
圧
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
九
,
記
録
目
に
も

｢彼
右
近

亮
御
分
国
被
成
御
払
侯
｣
と
あ
り
'
右
近
へ
の
弾
圧
の
事
実
,
A
文
書
と
当
該
弾
圧
と
が
時
間
的
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
の
二
つ
は
疑
い

得
な
い
と
思
わ
れ
る
｡

記
録
S

･
何
は
共
に
B
文
書
の
全
文
を
引
用
し
て
い
る
が
,
A
文
書
に
つ
い
て
の
記
載
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
｡

こ
れ
が
三
鬼

氏
の
偽
文
書
説
の
論
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
'
両
記
録
に
そ
れ
ぞ
れ

1
皮
,
六
月
十
八
日
の
夜
四
ヵ
条
又
は
三
ヵ
条
か
ら
な
る

秀
吉
の
詰
問
を
受
け
た
後
､

コ
エ
リ
ヨ
に
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
∧
高
山
右
近
宛
の

｢箇
条
書
の
宣
告
文
｣
>
と
の
記
載
が
あ
る
｡
こ
れ

が
A
文
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
'
A
文
書
と
こ
れ
ら
四
記
録
と
を
統

一
的
に
把
握
す
る
道
が
開
か
れ
て
く
る
｡

と
こ
ろ
で
フ
ロ
イ
ス
は
'
こ
の
右
近
宛

｢箇
条
書
の
宣
告
文
｣
が
六
月
十
八
日
夜
使
者
よ
り
,
口
頭
で
数
ヵ
条
か
ら
な
る
秀
吉
の
詰
問



を
受
け
た
コ
エ
-
ヨ
に
対
し
て
<
詰
問
の
最
後
に
示
さ
れ
た
>
と
記
し
て
い
る
｡
こ
こ
か
ら
当

｢夏

日
文
｣
=
A
文
書
と
す
れ
ば
'

A
文

書
の
対
象
は
<
右
近
の
み
な
ら
ず

コ
エ
-
ヨ
も
>
と
考
え
ら
れ
る
｡
既
に
先
学
に
ょ
｡
指
摘
さ
れ
た
如
-
､
こ
の
コ
エ
リ
ヨ
宛
詰
問
芸

の
一
部
と
A
文
書
の

㈹･
餌の
内
容
は
表

し
て
お
り
,
更
に
詰
問
事
項
の
最
初
の
部
分
<
神
社
仏
閣
破
壊
の
禁
止
と
仏
教
諸
雪

の
融

和
要
請
>
ほ
･
後
述
す
る
如
く

吊と
密
接
な
関
係
に
あ
る
｡

表
示
す
れ
ば
<
蓑

-
>
の
如
-
な
挙

以
上
か
ら
当
A
文
書
は
秀
吉
の
使

(39)

者
に
ょ
る
口
頭
で
の
詰
問
内
容
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
･
詰
問
後
当
文
書
が
<
…

リ
ヨ
宛
の
詰
問
状
=
｢喜

文
｣
>
と
し
て
直
接
三

リ
ヨ
に
示
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
｡

当
A
文
書
中

田･
3･
餌が
…

-
ヨ
宛
の
条
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
,

-sl～印
が
<
右
近
宛
の

｢喜

文
｣
>
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

<表3>

記 録 H) 記 録 (p)A文書

強制改宗の件寺社破壊の件 1布教の件 (1)

食肉の件 l食肉の件 鍋

詰

問

事

項

か
否
か
が
次
の
間
題
と
な
る
｡
当
文
書
の
様
式
論
上
の
六
つ
の
特
徴
の
う
ち
'
②
<
中
書

が

｢

1

つ

書

式
｣
で
あ
る
こ
と
>
と
③
<
書
留
に
処
罰
文
言
が
あ
る
こ
と
>
か
ら
'
当
文
書
は

｢箇
空

目
の
宣
告
文
｣

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
｡
し
か
し
右
近
宛
と
い
う
問
題
と
⑥
<
宛
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
>
と
の
関

係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
難
問
が
残
る
｡

と
こ
ろ
で
こ
の
①

～
⑥

の
凡
て
の
要
素
を
網
羅
し
た
文
書
と
し
て
天
正
八
年
の
信
長
の

｢佐
久
間
借

(41
)

盛

･
定
栄
父
子
宛
折
鑑
状
｣
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
｢
宣
告
文
｣
-
折
鑑
状
と
す
れ
ば
'
フ
ロ
イ
ス
が

当
A
文
書
を
<
高
山
右
近

･
コ
エ
リ
ヨ
宛
折
鑑
状
>
と
見
倣
し
て
い
た
こ
と
は
正
し
い
と
も
思
わ
れ
る
｡

し
か
し
な
が
ら
,
A
文
書
と

｢佐
久
間
父
子
宛
折
鑑
状
｣
の
文
体
は
異
な
り
t
A
文
書
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
関

係
の
事
柄
が

一
般
的

･
抽
象
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
,
後
者
で
は
信
長
が
佐
久
間
父
子
に
直
接

語
り
か
け
る
よ
う
な
調
子
で
記
さ
れ
て
お
り
,
信
長
の
肉
声
が
感
じ
ら
れ
る
｡
そ
れ
故
A
文
書
の
文
体
か

｢
キ
-
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)



蒼
か草
.I,･･.I

五
四

ら
は
'
当
文
書
の
対
象
は
む
し
ろ
通
説
の
<
国
内
の
民
璽

般
>
と
か
､
煎
本
説
の
<
大
身
武
士
層
>
と
す
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
ろ
う
｡

A
文
書
の
対
象
を
煎
本
説
の
如
-
大
身
武
士
層
と
す
る
と
'
右
近
追
放
は
<
大
身
武
士
層
の
キ
リ
シ
タ
ン
化
防
止
>
の
た
め
の

｢見
せ

し
め
｣
で
あ
り
'
大
身
武
士
層

一
般
を
対
象
と
し
た
法
令
が
右
近
個
人
に
見
懲
し
の
た
め
適
用
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

一

方
記
銘
再
に
は
六
月
十
九
日
早
朝
の
秀
吉
演
説
に
関
し
<

｢彼
が
と
も
に
連
れ
て
来
た
家
臣
の
中
で
キ
リ
シ
タ
ン
だ
と
知

っ
て
い
た
人
々
,

そ
れ
に
す
で
に
己
の
家
臣
と
見
な
し
て
い
た
豊
後
の
領
主
ド
ン
･
コ
ソ
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
な
ど
大
勢
の
者
を
呼
び
集
め
た
う
え
で
｣
秀
吉

は
直
壊
右
近
に
向

っ
て
棄
教
を
迫

っ
た
>
と
あ
り
'
<
右
近
へ
の
迫
害
は
秀
吉
家
臣
団
内
部
の
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
達
に
対
す
る

｢見
せ
し
め
｣
で
あ
る
>
と
し
て
い
る
｡
こ
こ
か
ら
'
記
錠
再
を
媒
介
と
し
て
煎
本
説
と
フ
ロ
イ
ス
の
記
録
と
は
架
橋
で
き
よ
う
｡

一
方
<
コ
エ
リ
ヨ
宛
詰
問
状
>
に
関
し
て
言
え
は
'
こ
こ
で
言
う
コ
エ
リ
ヨ
と
は
'
私
人
と
し
て
の
彼
個
人
で
な
く
,
副
管
区
長
,
日

本
イ
エ
ズ
ス
会
の
総
責
任
者
と
し
て
の
彼
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
｡
こ
れ
と
同
様
右
近
に
対
し
て
も
'
次
節
で
明
ら
か
に
す
る
如
く

右
近
を
頂
点
と
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
達
の
集
団
<
キ
リ
シ
タ
ン
党
>
を
前
提
と
し
こ
れ
に
対
し
て
当
文
書
が
あ
る
の
だ
か
ら
,
煎
本
説

と
フ
ロ
イ
ス
の
記
録
と
の
距
離
は
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い
程
接
近
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
｡

以
上
か
ら
'
当
A
文
書
の
対
象
は
<
高
山
右
近
を
中
心
と
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
党
>
と
<
コ
エ
リ
ヨ
を
代
表
者
と
す
る
イ
エ
ズ
ス
会
>
の

両
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の
こ
と
は
同
時
に
'
当
文
書
が
<
国
内
の
民
衆

一
般
>
を
対
象
と
す
る

｢国
家
法
｣
で
あ
る
と
の
通
説

の
H
説
や
森
山
説
の
成
立
し
え
な
い
こ
と
の
証
明
と
も
な
ろ
う
｡

二

キ
リ
シ
タ
ン
党



キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
に
お
い
て
は
､
新
た
な
信
者
を
教
界
に
迎
え
入
れ
る
に
際
し
､
改
宗
者
に
<
洗
礼
>
と
い
う

一
種
の
通
過
儀
礼
を

課
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
'
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
は
洗
礼
に
際
し

｢神
父
｣

｢受
洗
者
｣
の
み
な
ら
ず
､
受
洗
者
が
立
派
な
信
者
に
な
る
べ

く
宗
教
的
指
導
の
責
任
を
負
う
霊
的
後
見
人
た
る

｢代
父

･
霊
父

(PaIurin
us･
G
｡d
father)｣.の
立
会
い
を
必
須
の
条
件
と
し
て
い
た
｡

つ
ま
り

｢神
父
｣

｢霊
父
｣

｢受
洗
者
｣
の
三
者
を
侯

っ
て
始
め
て
洗
礼
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
｡

霊
父
=
名
付
け
親

(God
fa-her)
と
受
洗
者
-
名
付
け
子

(G
｡d
s｡n)
と
の
間
に
､
実
の
親
子
以
上
の
深
い
情
愛
の
繋
が
り
の
あ
る

こ
と
は
現
代
の
イ
タ
リ
ア
世
界
に
お
い
て
多
く
の
人
々
が
指
摘
し
'
又
'
名
付
け
子
を
介
し
て
実
父
と
霊
父
と
の
間
に
相
互
扶
助
的
関
係

(coヨ
padrasgo)
が
存
在
す
る
こ
と
も
メ
キ
シ
コ
･
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
現
在
の
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
に
広
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
更
に

九
州
西
海
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ソ
の
世
界
に
お
い
て
､
名
付
け
親
-
名
付
け
子
の
関
係
が

｢ダ
キ
オ
ヤ
｣-
｢ダ
キ
ゴ
｣
と
し
て
現
在
確
認
さ

(42
)

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
ザ
ビ
エ
ル
以
来
の
日
本
布
教
に
お
い
て
も
こ
の
霊
父
制
度
は
重
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

そ
れ
故
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
領
内
､
例
え
は
高
山
右
近
の
所
領
高
槻

･
明
石
､
或
い
は
有
馬

･
大
村

･
大
友
等
々
の
領
国
に
お
い
て
見

ら
れ
た
強
制
改
宗
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
家
臣
田
や
領
民
全
員
の
キ
リ
シ
タ
ソ
化
は
'
キ
リ
シ
タ
ソ
大
名
が
こ
の
霊
父
制
度
に
よ
り
主
人

権
や
領
主
権
の
補
強
を
目
的
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
特
に
強
制
改
宗
の
結
果
で
き
上
が
る
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
領
国
の
世
界
は
､

一
向

宗
に
お
け
る

｢同
朋
集
団

･
講
組
織
｣
の
如
く
､
大
名
と
そ
の
家
臣
団
の
み
な
ら
ず
村
落
の
小
領
主
や
百
姓
を
も
含
む
土
着
の
一
撰
結
合

的
な
世
界
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
｡

し
か
し
な
が
ら
､
そ
れ
以
上
に
問
題
な
の
は
'
キ
リ
シ
タ
ソ
大
名
相
互
間
の
関
係
で
あ
る
｡
フ
ロ
イ
ス
は
天
正
十
二
年

･
十
三
年
大
坂

(
4

3)

に
お
け
る
多
数
の
大
名
達
の
改
宗
を
記
し
て
い
る

が

'

注
目
す
べ
き
は
こ
れ
ら
の
人
々
が
皆
右
近
の
勧
め
に
よ
り
改
宗
し
た
と
い
う
事
実

で
あ
る
｡
記
録

Sに
お
い
て
フ
ロ
イ
ス
が
右
近
を
大
村
純
忠

･
大
友
宗
麟
と
共
に
<
日
本
教
会
の
三
柱
石
>
と
呼
ん
で
い
る
の
は
､
こ
の

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)



<図3> キ リシタン党

-
牧
村

政
治

-
蒲
生

氏
郷

-
黒
田

孝
高

-

｢
大
友

義
統

1
小
早
川
秀
包

-
瀬
田
左
馬
丞

-
小
西

行
長

-
(宇
喜
多
秀
家
)

能
島

･
来
島

の
海
賊
大
将

-
(
十
河
存
保

)

≡
,有
馬

晴
信

-
大
村

事
前

-
五
島

純
玄

五
六

事
実
に
基
づ
い
て
い
る
｡
天
正
十
四
年

･
十
五
年
秀
吉
の
御
動
座
に
先
立
ち
九

州
に
橋
頭
塗
を
築
い
た
黒
田
孝
高
も
又
'
軍
事
指
揮
権
を
て
こ
に
多
く
の
大
名

(44
)

達
を
勧
誘
し
改
宗
に
導
い
た
｡

天
正
十
五
年
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
大
村
純
忠

･
大
友
宗
麟
の
二
人
が
相
次
い

で
死
亡
し
､
大
村

･
有
馬
等
の
キ
リ
シ
タ
ン
領
国
を
含
む
肥
前
西
海
岸
地
帯
の

(45
)

軍
事
指
揮
権
を
小
西
行
長
が
持
つ
に
至

っ
た
こ
と
か
ら
'
天
正
十
五
年
六
月
の

段
階
に
お
い
て
日
本
全
国
の
凡
て
の
キ
-
シ
タ
ン
大
名
達
の
頂
点
に
高
山
右
近

が
位
す
る
こ
と
と
な
り
'
彼
等
相
互
の
関
係
は
江
戸
幕
府
が

｢武
家
諸
法
度
｣

で
繰
返
し
禁
止
し
た

｢徒
党
｣
に
当
た
り
'

記
録
回
に
秀
吉
の
言
葉
と
し
て

｢
キ
-
シ
タ
ン
ど
も
の
間
に
は
'
血
を
わ
け
た
兄
弟
以
上
の
団
結
が
見
ら
れ
-
-
｣
と
あ
る
の
ほ
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡

っ
ま
り
天
正
十
五
年
の
段
階
で
'
秀
吉
政
権
内
部
に
は
'
<
国
3
>
の
如
き
高
山
右
近
を
中
核
と
す
る
<
キ
-
シ
タ
ン
党
>

(以
後
こ
れ
を

｢党
｣
と
略
す
)
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡

(46
)

(47
)

こ
の
こ
と
は
'
戦
国
大
名
権
力
の
特
質
と
し
て
勝
俣
鎮
夫
氏
や
藤
木
久
志
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

｢所
衆
談
合

｣

｢方
角
之
儀
｣

｢近

所
之
儀
｣
等
に
よ
る
土
着
の
1
溌
結
合
的

･
相
互
契
約
的
世
界
が
秀
吉
政
権
内
部
に
再
生
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
｡
秀
吉
政
権
が
こ

の

｢内
な
る

一
摸
構
造
｣
の
克
服
を
目
指
し
て
い
た
と
す
れ
ば
'
｢党
｣
は
早
晩
問
題
と
な
る
べ
き
性
格
の
事
柄
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

秀
吉
政
権
下
に
お
け
る

｢党
｣
の
メ
ン
バ
ー
の
側
に
は
本
来
'
秀
吉
に
対
す
る
忠
誠
と
デ
ウ
ス
に
対
す
る
忠
誠
の
何
れ
を
採
る
か
と
い

ぅ
原
理
的
な
問
題
が
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
｡

こ
の
問
題
が
表
面
化
せ
ず
秀
吉
政
権
が
暫
く
の
間

｢党
｣
を
抱
え
て
お
い
た
理
由
と

-
.
p
l



l

]

し
て
は
,
H
天
正
十
二
年

･
十
三
年
は
,
畿
内
近
国
に
お
け
る
大
寺
院
勢
力
の
武
力
討
伐
と
い
う
信
長
の
や
り
残
し
た
課
題
の
処
理
に
お

わ
れ
,
キ
リ
シ
タ
ン
の
保
護
と
い
う
信
長
政
権
の
政
策
を
踏
苧

る
必
要
が
あ

っ
た
こ
と
,
臼
秀
書
が
右
近
を
重
視
し
近
臣
と
し

て
常
に

(胡
)

身
辺
に
置
い
て
い
た
こ
と
,
恐
ら
-
こ
の
背
景
に
は
,
山
崎
の
合
戦
に
お
い
て
右
近
が
頼
｡
に
な
る
同
盟
軍
と
し
て
登
場
し
た
こ
と
等
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

し
か
し
な
が
ら
フ
ロ
イ
ス
に
ょ
る
と
,

｢党
｣
を
め
ぐ
り
右
近
の
敵
対
者
と
し
て
早
-
も
天
正
十
二
年
の
岸

で
秀
吉
の
側
近
で
侍
医

(49
)

の
施
薬
院
徳
運
が
登
場
し
て
い
た
こ
と
-

る
.
彼
は
<
右
近
と
そ
の
仲
間
が
関
白
に
対
す
る
謀
反
を
企
て
よ
う
と
し
て
い
る
>
と
し
て

非
難
し
て
い
る
｡

第
二
章

対
象
と
の
関
係

一

統
合
の
論
理
と
排
除
の
論
理

■

当
A
文
書

伸に
は

｢其
分
別
無
之
著

ハ

可
被
加
御
成
敗
供
事
｣
と
あ
｡
,
書
留
に
も

｢右
之
粂
々
堅
被
停
止
畢

若
違
犯
之
族
有
之

老
忽
可
被
処
厳
科
老
也
｣
と
い
う
処
罰
文
言
が
あ
る
｡
こ
こ
か
ら
対
象
と
の
間
に
は
<
禁
止
と
処
罰
>
と
い
う

｢排
除
の
論
理
｣
が
働
い

て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
｡

1
万
当
文
書
を
瞥
見
し
て
ま
ず
目
に
つ
く
こ
と
は
,

Ⅲと
同

一
内
容
の
条
文
が
㈲

･
佃
と
繰
返
し
三
度
に
亙
り
登
場
し
て
い
る
こ
と
で

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)



あ
る

(㈲･
桝
は

3の
言
換
え
で
あ
り
､
当
三
ヵ
条
を
α
群
と
す
る
)｡

吊の
意
味
は
<
キ
リ
シ
タ
ソ
信
仰
に
お
い
て
は
借
着
自
身
の
自
由
意
志

を
尊
重
す
る
∨
と
の
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
勿
論
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
信
教
の
自
由
を

一
般
的
に
保
証
し
た
も
の
で
な
-
､
む
し
ろ

何以
下
の
各
条
文
が
示
す
如
-
'
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
や
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
行
為
に
対
す
る
制
限

･
禁
止
と
の
関
連
に
お
い
て
限
定
的
に
自

由
を
保
証
し
た
も
の
で
あ
る
O
つ
ま
り

3を
よ
り
正
確
に
述
べ
る
と
､

㈲･
刷
の
如
-
<

｢小
身
武
士
層
｣
や

｢下
々
｣
の
も
の
が
キ
リ

シ
タ
ン
信
仰
を
行
な
う
こ
と
は
自
由
で
あ
る
>
と
い
う
限
定
的
な
自
由
保
証
と
な
る
｡

し
か
し
な
が
ら
い
か
に
限
定
的
と
は
言
え
､
当
A
文
書
が

｢排
除
の
論
理
｣
に
貫
か
れ
て
い
る
な
ら
ば
､
禁
止
す
る
必
要
の
な
い
も
の

は
放
置
す
れ
ば
よ
く

自
由
の
保
証
を
明
記
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
｡
無
駄
な
条
文
が
三
度
も
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
'
当
文
書

が

｢排
除
の
論
理
｣
に
基
づ
-
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
更
に

囲か
ら
は
､
｢
党
｣
の
メ
ン
バ
ー
を

｢
天
下
｣
に
包
摂
し
ょ
う
と
す
る

｢統
合
の
論
理
｣
が
窺
え
る
の
で
あ
る
｡
限
定
的
と
は
言
え
信
仰
の
自
由
を
記
し
て
い
る
こ
と
も
又
､

こ
の

｢統
合
の
論
理
｣
を
示
し
て
い
る
｡

こ
の
こ
と
は
書
出
に

｢覚
｣
と
あ
る
こ
と
と
も
関
係
し
て
く
る
｡
前
述
し
た
如
く
､
当
文
書
は
様
式
論
上
は
<
立
場
の
わ
か
り
合

っ
て

い
る
者
同
士
の
間
で
取
り
交
さ
れ
た
非
公
開
の
外
交

･
取
引

･
交
渉
等
に
用
い
ら
れ
た

｢粂
書

･
覚
書
｣
∨
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
こ
と

は

｢排
除
の
論
理
｣
を
含
み
つ
つ
も
な
お

｢統
合
の
論
理
｣
が
全
体
を
覆

っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
.
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と

吊

･̂ie.･佃
と
統
合
を
示
す
法
令
が
繰
返
し
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
象
徴
的
で
さ
え
あ
る
｡

以
上
か
ら
当
文
書
の
課
題
は
､
∧
｢党
｣
と

イ
エ
ズ
ス
会

(以
下
こ
れ
を
｢会
｣
と
略
す
)
を
秀
吉
の

｢天
下
｣
に
統
合
す
る
こ
と
>
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
｡

__
_".__…ー
V!
∃
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二

｢
天
下
｣
の
構
想

｢党
｣
や

｢会

1
を
秀
吉
の

｢天
下
｣
に
統
合
す
る
に
際
し
'
秀
吉
自
身
そ
の
｢天
下
｣
を
ど
う
構
想
し
て
い
た
の
か
'
｢党
｣
や

｢会
｣

と
の
交
渉
の
前
提
と
な
り

｢統
合
の
論
理
｣
を
支
え
た

｢天
下
｣
と
は
何
か
を
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
｡
そ
の
た
め
ま
ず

α
群

の
分
析
を
試
み
た
い
｡

α
群
に
共
通
し
て
い
る
も
の
は
'

Sの
中
心
的
思
想
を
表
現
し
た

｢心
次
第
｣
と
い
う
文
言
で
あ
る
.

Sの
意
味
は
<
キ
-
シ
タ
ン
信

仰
に
お
い
て
は
信
者
の
自
由
意
志
を
尊
重
す
る
>
で
あ
る
が
'
む
し
ろ
秀
吉
政
権
と
し
て
は
'
個
人
レ
ベ
ル
の
信
仰
問
題
に
は
無
関
心
で

(知
)

｢共
著
之
心
次
第
｣
に
任
せ
る
と
の
意
向
と
思
わ
れ

る

｡

し
か
し
な
が
ら
こ
の
言
明
は
逆
に

｢伴
天
連
門
徒
｣
の
集
団
的

･
社
会
的
あ
り

方
'
就
中
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
が

｢知
行
中
之
寺
請
百
姓
以
下
｣
や

｢家
中
之
者
共
｣
に
対
し
強
制
改
宗
を
迫
り
'
霊
父
制
度
に
ょ
り
領
主

権
や
主
人
権
の
強
化
を
企
て
る
事
に
対
し
て
は
'
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
言
外
に
匂
わ
せ
て
お
り
'
事
実
以
下
の
各
条

文
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
問
題
が
次
々
と
展
開
さ
れ
て
行
く
｡

B
文
書
に
お
い
て

｢
日
本
は
神
国
｣'
キ
リ
ス
ト
教
は
｢邪
法
｣
と
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
'
当
A
文
書
に
お
い
て
は
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
の
行
な
う
強
制
改
宗
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
の
'
伝
統
的
聖
域
で
あ
る
神
社
仏
閣
の
み
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
伴
天
連
に
追
放
を
命

じ
た
り
'
キ
リ
ス
ト
教
を
邪
教
と
断
じ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
伴
天
連
を
聖
域
侵
犯
者
と
見
倣
し
て
い
な

い
こ

と
か
ら
'
こ
の
時
点
で
秀
吉
権
力
は
伴
天
連
門
徒

･
神
社
仏
閣
の
何
れ
に
も
与
せ
ず
'
宗
教
勢
力

1
般
か
ら
超
越
し
て
い
る
と
言
い

う
る
｡
つ
ま
り
秀
吉
は
両
勢
力
を
共
に
保
護
下
に
お
き
'
統
制
し
ょ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は

何･
桝
に
見

ら
れ
る

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)



六
〇

｢
八
宗
九
宗
之
義
｣
と
い
う
言
葉
と
も
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

こ
こ
で
言
う

｢
八
宗
九
宗
｣
と
は
顕
教
の
南
都
六
宗
に
密
教
の
天
台

･
真
言
の
二
宗
を
加
え
た

｢
八
宗
｣
に
更
に
禅
宗
を
加
え
た
日
本

(51
)

中
世
仏
教
の
総
称
に
止
ま
ら
ず
'
黒
田
俊
堆
氏
の
言
わ
れ
る

｢療
密
体
制
｣
つ
ま
り
日
本
中
世
に
お
け
る

｢正
統
｣
的
宗
教
思
想

た
る

<
疏
教
と
密
教
と
の
本
質
的
同

一
性
'
諸
宗
相
互
間
の
融
合
調
和
の
主
張
>
を
意
味
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡
例
え
は
B
文
書
に
お
い
て

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

｢
日
本
は
神
国
｣
と
あ
り
な
が
ら
秀
吉
自
身
は

｢
日
城
之
仏
法
｣
の
守
護
者
で
あ
り
､
伴
天
連
門
徒

の

｢神
社
仏
閣
を
打
破
｣
る
こ
と
は

｢前
代
未
聞
｣
と
あ
る
所
か
ら
'
秀
吉
が
神
仏
習
合
の
考
え
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
'
密
教
を
媒
介
と
し
て
神
道

と
仏
教
と
の
本
質
的
同

一
性
を
主
張
す
る
こ
の
考
え
方
が
仏
教
内
部
の
各
宗
派
間
に
対
し
て
も
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

特
に
秀
吉
政
権
と
し
て
は
'
信
長
に
ょ
り
焼
打
ち
さ
れ
た
比
叡
山
の
再
建
や
本
願
寺
の
大
坂
還
住
の
如
く
仏
教
諸
派
を
自
己
の
保
護
下

(52
)

に
置
く
は
か
り
か
'
｢大
仏
建
立
｣
を
通
じ
て
そ
れ
ら
の
統
合
を
も
試
み
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
'
｢
八
宗
九
宗
之
義
｣
と
は
現
に
存
在
す

る
凡
て
の
宗
教
を
秀
吉
権
力
(｢天
下
｣)
の
下
に
包
摂
し
､
相
互
に
諸
宗
の
本
質
的
同

一
性
を
認
識
さ
せ
'
且
つ
互
い
に
調
和

･
平
和
共
存

さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡
そ
れ
故
キ
ャ
ス
ト
教
に
対
し
て
も
､
伝
統
的
な
仏
教
諸
派
と
の
本
質
的
同

1
性
を
認
め
､

彼
等
と
和
解

･
平
和
共
存
L
t
更
に
キ
-
ス
ト
教
自
身
仏
教
の
一
派
と
し
て
振
舞
う
こ
と
､
或
い
は
大
仏
建
立
事
業
へ
の
参
加
要
請
等
を

(53
)

含
む
も
の
と
し
て

｢
八
宗
九
宗
之
義
｣
と
い
う
言
葉
が
当
文
書
で
は
用
い
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

以
上
か
ら
<
伴
天
連
門
徒
と
神
社
仏
閣
の
両
勢
力
を
共
に
秀
吉
政
権
の
保
護
下
に
置
き
'
両
者
に
平
和
を
命
ず
る
>
こ
と
が
こ
の
時
点

で
の

｢天
下
｣
の
内
実
で
あ
り
'
右
近
を
頂
点
と
す
る

｢
党
｣
や
コ
エ
リ
ヨ
に
率
い
ら
れ
た

｢会
｣
に
対
し
こ
の
よ
う
な
形
で
の
統
合
を

(弘
)

試
み
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
実
際
の
歴
史
は
後

述

す
る
如
く

右
近
は
棄
教
を
肯
ん
ぜ
ず
殉
教
者
と
し
て
の
道
を
歩
み
'
｢党
｣
の

｢天
下
｣
へ
の
統
合
は
破
綻
L
t

コ
エ
-
ヨ
も

又
布
教
地
日
本
の
宗
教

･
文
化
と
非
妥
協
的
に
対
立
す
る
強
硬
な
布
教
路
線
に
変
更
を
加



え
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
'
そ
の
結
果
が
翌
日
の

｢伴
天
連
追
放
令
｣
の
発
布
と
な
る
の
で
あ
る
｡

(55
)

し
か
し
な
が
ら
以
上
で
｢党
｣
の
解
体
'
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
体
制
内
化
が
全
く
失
敗
し
た
わ
け
で
は
な
く
'
こ
れ
を
機
に
大
友
義
統

･

(56
)

(57
)

小
早
川
秀
包

･
小
西
行
長
等
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
大
量
転
向
が
生
み
出
さ
れ
た
｡
中
で
も
小
西
行
長
は
秀
書
政
権
へ
の
統
合
を
身
を
も

っ
て
体
現
し
た
人
物
と
し
て
'
殉
教
者
高
山
右
近
と
は
対
照
的
で
あ
る
｡
彼
は
一
方
で
は
施
薬
院
の
配
下
と
な
り
な
が
ら
'
他
方

｢下
｣

の
キ
-
シ
タ
ン
大
名
大
村

･
有
馬

･
五
島
氏
等
に
対
す
る
軍
事
指
揮
権
者
と
し
て

｢寄
親
｣
的
な
立
場
に
あ
り
'
｢下
｣
の
キ
リ
シ
タ

ン

大
名
達
が
反
体
制
に
傾
く
の
を
防
止
し
'
体
制
内
に
繋
ぎ
留
め
る
の
に
功
績
が
あ

っ
た
は
か
り
か
､
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
天
草
氏
の
反
乱
鋲

(鵠
)

圧
の
当
事
者
で
も
あ
っ

た

｡

l
方
黒
田
孝
高
は
九
州
の
役
後
秀
吉
と
折
合
が
悪
-
な
り
'
自
ら
隠
居
し
家
督
を
息
子
に
譲
る
が
'
こ
れ
は

孝
高
が
ど
ち
ら
か
と
言
え
は
右
近
に
近
い
道
を
選
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡

コ
エ
-
ヨ
の
布
教
路
線
が
布
教
地
の
宗
教

･
文
化
と
の
非
妥
協
的
対
立
'
そ
の
結
果
と
し
て
時
の
権
力
と
の
対
決
'
更
に
は
軍
事
計
画

へ
と
発
展
し
て
行

っ
た
の
に
対
し
'
現
地
の
宗
教

･
文
化
'
更
に
は
権
力
と
の
妥
協
路
線
を
説
く
も
の
に

｢京
｣
布
教
区
長
オ
ル
ガ
ン
チ

-
ノ
や
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ア
-
ノ
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
'

コ
エ
リ
ヨ
の
対
極
と
し
て
は
む
し
ろ
中
国
布
教
の
了
ア
オ

･
リ
ッ
チ

を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
彼
は
現
地
の
宗
教

･
文
化
の
尊
重
と
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
の
両
立
を
試
み
'
中
国
布
教
を
開
拓
し
た
が
'
こ

れ
が
後
の
典
礼
問
題
の
源
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)
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第
三
章

文
書
の
分
析

一

四
法
令
群

へ
の
分
解

当
A
文
書
が

｢
党
｣
宛
文
書
で
あ
る
と
同
時
に
コ
エ
リ
ヨ
宛
詰
問
状
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
,
当
文
書
空

一
つ
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
あ
る
が
'
更
に
幾
つ
か
の
点
を
考
慮
に
入
れ
て
'
<
図
4
>
の
如
き
四
法
令
群
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
(
蒜

に
つ
い
て

は
既
に
第
二
章
二
で
述
べ
た
)
0

鋤

･

餌は
イ
エ
ズ
ス
会
士
達
を
対
象
と
し
た
法
令
群
で
あ
り
,
秀
吉
政
権
か
ら
見
て
彼
等
が
現
に
行
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
人
身
売

(59
)
買

･
食
肉
を
禁
止
し
た
も
の
で
あ
り
'
こ
れ
を
∂
群
と
名
付
け
る
｡

伺
～佃
を
β
群

･
γ
群
と
二
分
L
t
両
者
に
対
立
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
香
か
,
α
･
β
･

γ
の
三
群
が
共
に

｢
党
｣
を
対

象
と
し
た
も
の
と
言
え
る
か
香
か
を
次
に
考
え
て
み
た
い
｡

二

β

群
の
分
析

S･
何は
｢給
人
｣
の

盲

姓
以
下
｣
に
対
す
る
領
主
権
を
制
限
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
お
り
,

SQ
主
旨
は

｢給
人
｣
が

｢百
姓



以
下
に
対
し
信
仰
面
に
迄
立
入

っ
た
支
配
を
行
な
う
こ
と
に
制
限
を
加
え
'
｢百
姓
以
下
｣
の
信
仰
の
自
由
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ

る
｡

刷の
法
令
と
し
て
の
眼
目
は

｢給
人
｣
の

｢国
郡
｣
に
対
す
る
知
行
は

｢当
座
之
儀
｣
で
'
<
給
人
は
替
る
も
の
>
に
あ
り
､
｢
理
不
尽
之

儀

何
か
に
付
て
於
有
之
者

給
人
を
曲
事
被
仰
出
侯
間

可
成
其
意
侯
事
｣
と
あ
る
如
く
､
給
人
は
吏
務

･
官
僚
と
し
て
国
郡
を
知
行

す
べ
L
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

(60
)

囲･
佃で
述
べ
て
い
る
こ
と
は
<
給
人
か
ら
在
地
領
主
と
し
て
の
性
格
を
奪
う
こ
と
>
で
あ
り
､

｢九
州
御
国
分
｣
と
い
う
大
規
模
転

封
と
相
前
後
し
て
当
該
文
書
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
'
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
領
国
経
営
が
兵
鼻
分
離
に
敵
対
す
る
こ
と

を
指
摘
し
っ
つ
､
給
人
凡
て
に
対
し
兵
農
分
離
の
原
則
を
強
制
す
る
と
い
う
性
格
が
こ
の
二
ヵ
条
か
ら
浮
び
上
が

っ
て
こ
よ
う
｡
海
老
沢

有
道
氏
は
'
こ
の
二
ヵ
条
に
注
目
し
て
<
集
権
的
封
建
制
の
宣
言
>
こ
そ
が
当
該
文
書
全
体
の
目
的
で
あ
り
'
キ
リ
シ
タ
ン
問
題
は
単
な

<図4>

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)

(61
)

る
き

っ
か
け
に
す
ぎ
な
い
と
さ
え
述
べ
て
お
ら
れ
る
｡

^Sは
大
身
武
士
層
の
キ
リ
シ
タ
ン
化
に
は
秀
吉
の
許
可
が
必
要
と
あ
り
､
｢党
｣

の
無
害
化
､
｢
天
下
｣
へ
の
包
摂
を
目
指
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
｡
以
上

佃･
伺･
Ŝか
ら
は
煎
本
説
の
如
-
<
大
身
武
士
層
の
キ
リ
シ
タ
ソ
化
を
防
止
し
よ

う
と
し
た
も
の
>
と
の
共
通
性
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
.

1
万

何は
小
身
武
士

層
を
対
象
と
し
て
お
り

何と
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
｡

以
上
か
ら

伺
～佃を
1
つ
の
法
令
群

(β
群
)
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
｡
β

群
は

｢党
｣
よ
り
は
む
し
ろ

｢給
人
｣

一
般
を
対
象
と
し
た
法
令
群
で
あ
り
､
煎
本

説
に
一
番
適
合
的
で
あ
る
｡
β
群
か
ら
言
え
る
こ
と
は
<
｢党
｣
の
問
題
を
て
こ
に
､

六
三



六
四

全
家
臣
団
を
新
た
な
基
準
の
下
に
統
制
し
よ
う
と
の
秀
吉
の
試
み
>
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
勿
論
･
β
群
が

｢党
｣
を
対

象
と
し
た
法
令
で
あ
る
と
見
倣
す
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
｡

三

㈱
の
首
部
の
分
析

㈲･
S

･

伺･
弼
で
あ
る
が
'
㈲

･
囲

･
榊
の
三
ヵ
条
は
共
に

｢寺
内
｣
の
問
題
を
述
べ
て
お
り
､
織
豊
政
権
の
目
指
す

｢天
下
｣
へ

の
敵
対
者
と
し
て

｢寺
内
｣
を
指
摘
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
･

㈲～榊
が

一
つ
の
法
令
群

(-秤
)
と
な
り
得

る

の

は

佃の
首
部
に
そ
の
秘
密
が
あ
る
｡

問
題
の
中
心
は

｢伴
天
連
門
徒
之
儀

ハ

一
向
宗
よ
り
も
外

二
申
合
侯
粂

被
聞
召
侯
｣
と
あ
る
所
で
･
こ
れ
を

｢
K
儀

ハ
し
こ
申
合

(62
)

候
粂
被
聞
召
侯
M
｣
と
す
る
と
､
∧
K
は
1
で
あ
る
と
申
合
す
>
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
･
｢申
合
侯
｣
主
体
は
誰
か
･
｢被
聞
召
侯
｣
主

体
は
'
首
部
と
M
と
の
関
係
は
等
々
が
新
た
な
課
題
と
な

っ
て
-
る
｡

ま
ず

｢被
聞
召
候
｣
で
あ
る
が
､
こ
の
主
体
は
敬
語
の
使
用
か
ら

秀
吉
と
考
え
ら
れ
'
<
申
合
せ
て
い
た
こ
と
を
秀
吉
が

｢了
承
し
た
｣
>
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
｡
1
の

｢
高

宗
よ
り
も
外
｣
と
は
･
秀

吉
の

｢天
下
｣
の
構
想
と
の
関
係
で
い
え
は
'
<

｢天
↑
｣
の
境
界
線
上
>
の
こ
と
で
あ
り
･
統
合
と
排
除
の
接
点
と
な
ろ
う
｡
つ
ま
り

｢伴
天
連
門
徒
之
儀

ハ

高

宗
よ
り
も
外

二
申
合
｣
と
い
う
こ
と
は
,
辛
-
シ
タ
ン
信
仰
を

｢天
下
｣
の
境
界
線
上
の
問
題
と
す
る
こ
と

で
あ
り
'
場
合
に
よ

っ
て
は

｢排
除
の
論
理
｣
が
適
応
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
そ
れ
故
,
M
･
S

･

㈲就
中
佃
の

｢其
分
別
無
之

者
ハ

可
被
加
御
成
敗
侯
事
｣
と

｢
K
は
1
で
あ
る
｣
と
申
合
せ
た
こ
と
と
が
内
容
上

一
致
し
て
-
る
｡
つ
ま
り
申
合
せ
事
項
の
説
明
と

し
て
M
･
?

佃が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
｡
こ
こ
か
ら

｢
K
儀
｣
を
申
合
せ
た
人
々
は
施
薬
院
を
含
む
重
臣
達
で
あ
り
､
彼
等
が

昏

措
臆
指
持
㌻
竃

･Pl等
富



予
め
申
合
せ
て
い
た
事
柄
を
､
秀
吉
の
了
東
後
更
に
詳
し
-
説
明
し
た
も
の
が

γ群
な
の
で
あ
る
｡

佃の
首
部
は
文
体
上
特
異
な
位
相
に
あ
り
､

1
般
法
規
的
文
体
の
海
の
上
に
浮
ん
だ
重
臣
達
と
秀
吉
と
の
私
信
的
な
小
島
で
あ
り
､
し

か
も
こ
の
小
島
が

γ群
全
体
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
そ
れ
故
<
r
群
は
秀
書
の
了
東
を
踏
ま
え
､
新
た
に
追
加
さ
れ
た
も
の
>

と
考
え
ら
れ
よ
う
｡四

γ群
の
分
析

㈲
の
本
体
部
分
は
顕
著
が

『反
古
裏
書
』
で
寺
内
を

｢在
々
所
々
の
新
坊

･
坊
主
衆
に
い
た
る
ま
で
､
寺
内
と
号
し
て
人
数
を
あ
つ
め
､

地
頭
領
主
を
軽
蔑
し
､
限
り
あ
る
所
役
を
つ
と
め
ざ
る
風
情
､
定
て
他
家
の
誘
難
あ
る
べ
き
も
の
を
や
｣
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
内
容
的

(63
)

に
l
致
し
て
い
る
.
そ
も
そ
も
織
豊
統

l
政
権
の
側
か
ら
す
れ
ば
､
か
つ
て
信
長
と
煩
烈
に
戦

っ
た

｢
1
向
宗
｣
｢本
蘇
寺
門
徒
｣
は

｢天

下
之
さ
わ
り
こ
成
候
義

無
其
隠
候
事
｣
と
言
わ
れ
る
程
の
危
険
な
存
在
で
あ
り
､
織
豊
政
権
は
一
向

一
漢
と
対
決
し
こ
れ
を
屈
服
さ
せ

(臥
)

る
こ
と
に
よ
り
漸
-
政
権
の
座
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

ある.し
か
し
S
に

｢天
満
に
寺
を
立
さ
せ
免
置
-
｣
と
あ
る
如
-
､
今
や

(65
)

一
向
宗
は
体
制
内
化
し
､
秀
吉
政
権
に
包
摂
さ
れ
た
存
在
と
な
り
'
天
満
の
本
麟
寺
は
城
下
町
大
坂
の
一
構
成
要
素
に
な
っ
て
い
る
｡

佃で
は
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
が

｢其
家
中
之
者
共
｣
を
強
制
改
宗
さ
せ
て
作
り
上
げ
た
キ
リ
シ
タ
ン
帝
国
の
あ
り
方
を

｢本
願
寺
門
徒
｣

が

｢寺
内
｣
を
立
て
た
よ
り
も
悪
い
と
し
'
｢伴
天
連
門
徒
｣
は

｢天
下
之
さ
わ
り
｣
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
あ
り
'
｢其
分
別
無
之
者

ハ

可
被
加
御
成
敗
侯
事
｣
と
あ
る
如
く
､
分
別
の
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
を
秀
吉
の
天
下
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
誇

っ
た
部
分
は
､
当

γ
群
全
体
の
中
心
を
な
し
て
い
る
｡

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)



膏

藁

f〆

六
六

榊
の
1
撰
結
合
的
世
界
の
指
摘
は
､

佃･
刷.のキ
-
シ
タ
ン
大
名
の
領
国
経
営
は
兵
鼻
分
離
に
敵
対
す
る
と
の
指
摘
と
共
通
す
る
が
､

榊で
は

｢伴
天
連
門
徒
｣
を

｢天
下
之
さ
わ
り
｣
と
し
分
別
の
な
い
キ
i
.シ
タ
ン
大
名
の
追
放
を
命
じ
て
い
る
点
が

印よ
り
造
か
に
厳
し

い
内
容
を
な
し
て
い
る
｡
β
群
が
キ
-
シ
タ
ン
大
名
達
の
秀
吉
家
臣
団
内
部
へ
の
包
摂

･
統
合
を
目
指
し
て
い
る
の
に
対
し
､
γ
群
で
は

分
別
の
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
達
の
天
下
か
ら
の
排
除
が
目
指
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
点
両
群
は
キ
-
シ
タ
ン
大
名
と
い
う
同

1
物
を
共
に

対
象
と
し
な
が
ら
'
法
の
精
神
に
お
い
て
大
き
な
差
異
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
り
'
β
群
と
γ
群
と
の
間
に
は
統
合
の
論
理
と
排
除
の
論

理
と
い
う
際
立
ち
た
対
比
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

1
万
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
を
中
核
と
す
る
土
着
の
1
携
結
合
的
世
界
と
無
縁
な
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
は
'
佃
に
あ
る
如
く

｢
八
宗
九
宗
之
義

侠
間

不
苦
侯
｣
と
な
る
｡
こ
の

㈲と
佃
の
関
係
は

印と
榊
の
関
係
と
同
様
､
相
互
補
完
で
あ
る
が
'
そ
れ
で
は
な
ぜ
佃
が

｢下
々
｣
と

い
う

｢国
内
の
民
衆

一
般
｣
を
対
象
と
し
た
法
令
に
ょ

っ
て
補
完
さ
れ
た
か
と
言
え
ば
'
そ
の
秘
密
は

㈲自
身
の
中
に
求
め
ら
れ
よ
う
｡

す
な
わ
ち
<
分
別
の
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
を
秀
吉
の

｢
天
下
｣
か
ら
排
除
す
る
>
こ
と
を
語

っ
た
瞬
間
か
ら
'
当
法
令
は

｢
天
下
｣
に

係
わ
る
法
令
=

｢
国
家
法
｣
へ
と
飛
経
し
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
故

γ群
は

｢給
人
｣
就
中
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
を
対
象
と
し
た
法
令
群

で
あ

り
な
が
ら
'
通
説
の
H
説
に
1
番
適
合
的
な
法
令
群
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
と
同
時
に
'
γ
群
の
最
後
に

3の
繰
返
し
と
し
て
の
刷

が
あ
る
こ
と
か
ら
'
γ
群
全
体
と
し
て
は
排
除
の
論
理
を
含
み
な
が
ら
も
な
お
統
合
の
論
理
で
覆
わ
れ
て
お
り
'
排
除
の
論
理
が
後
か
ら

追
加
さ
れ
た
と
は
言
え
､
依
然
と
し
て
当
文
書
は

｢兵
書

･
覚
書
｣
と
し
て
の
体
裁
は
崩
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
｡

な
お
当
文
書
が

｢粂
書

･
覚
書
｣
で
凍
り
な
が
ら
煎
本
説
や
渡
辺
氏
H
説
の
如
-

｢給
人

一
般
｣
や

｢国
内
の
民
衆

1
般
｣
を
対
象
と

し
た
法
令
と
し
て
の
側
面
を
同
時
に
持

っ
て
い
る
こ
と
は
'
当
時
の
秀
吉
政
権
が

｢見
せ
し
め
｣
と
い
う
演
劇
的
方
法
に
よ

っ
て
政
策
遂

行
を
図
る
よ
り
他
に
手
段
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
0



第
四
章

文
書
の
機
能
と
成
立
過
程

記
食

S･
何

･
3
:
･
国
就
中
フ
ロ
イ
ス
の
手
に
な
る
記
録
S

･
何
は
'
A
文
書
成
立
前
後
の
出
来
事
を
記
し
た
最
も
詳
し
い
記
録
で
あ

り
,
こ
れ
ら
に
記
さ
れ
た
出
来
事
と
A
文
書
の
条
文
解
釈
と
を
ど
こ
ま
で
重
ね
合
す
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
で
あ
る
｡
記
鐘

S･
何
に

記
さ
れ
て
い
る
事
項
を
整
理
す
る
と
､
次
の
五
つ
に
な
る
｡

(5) ( 4 ) (3) (2 ) (1)
六
月
十
八
日
夕
食
後
'
御
前
会
議
で
施
薬
院
キ
リ
シ
タ
ン
を
重
言
｡

高
山
右
近
､
棄
教
を
求
め
ら
れ
る
｡

右
近

｢む
し
ろ
殉
教
を
｣
と
返
答
し
'
所
領
没
収
｡

コ
エ
リ
ヨ
'
詰
問
さ
れ
る
｡

六
月
十
九
日
早
朝
､
秀
吉
家
臣
団
を
前
に
演
説
｡

次
に

Sよ
り
順
に
検
討
を
加
え
て
行
き
た
い
｡

一

文
書
の
作
成
主
体

㈲首
部
の
分
析
結
果
が
示
し
て
い
る
如
く
､
秀
吉
と
重
臣
達
の
御
前
会
議
に
お
い
て
予
め

｢申
合
せ
｣
を
し
て
い
た
重
臣
達
が
当
A
文

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)



六
八

書
作
成
の
主
体
と
考
え
ら
れ
る
｡

1
万

mに
つ
い
て
記
錠

S･
何
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
｡
∧
六
月
十
八
日
夜
副
管
区
長

三

リ
ヨ
の
贈

っ
た

｢糖
黒
を
食
い
'
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
葡
萄
酒
を
飲
ん
｣
だ

｢関
白
殿
の
晩
餐
｣
が
終
｡
,
バ
ー
ド
レ
の
こ
と
を
話
題
と
し
て
い
る
時
,

施
薬
院
徳
運
は
バ
ー
ド
レ
や
キ
リ
シ
タ
ン
を
聾

己

､

｢関
白
殿
は
バ
ー
ド
レ
及
び
デ
ウ
ス
の
教
え
に
対
し
て
激
怒
し
｣
,
右
近
に
対
す

る
棄
教
要
求
と
い
う
形
で
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
幕
は
開
い
た
>
と
｡

霊

S･
伺

･
3
:と
い
う
外
国
側
史
料
に
は
斉
し
-
<

｢伴
天
連
追
放
令
｣
発
布
は
秀
吉
の
意
志
で
な
-
侍
医
の
施
薬
院
の
璽

ロ
に
よ

る
>
と
あ
｡
､
右
近
に
対
す
る
弾
圧
に
対
し
て
も
,
秀
吉
は
む
し
ろ
彼
を
庇
う
立
場
に
あ

っ
た
と
し
て
い
る
｡
そ
れ
故
当
A
文
書
は

｢晩

餐
の
卓
｣
に
就
い
て
い
た
異
教
徒
の
重
臣
達
,
就
中
施
薬
院
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡

こ
の
時
施
薬
院
は
､
有
馬
領
内
の

｢貴
族
の
キ
リ
ツ
タ
ソ
の
少
女
数
人
｣
が

｢
バ
ー
ド
レ
よ
り
教
え
ら
れ
た
教
義
に
従

っ
て
天
下
の
君

に
仕
え
る
こ
と
｣
を
拒
否
し
た
こ
と
に
よ
-

｢美
女
臥

婚

｣

の
失
敗
を
問
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
有
馬
領
内
の
伴
天
連
門
徒
が
秀
吉

の
天
下
へ
の
包
摂

･
体
制
内
化
嘉

否
し
て
い
る
こ
と
-

ま
え
る
な
ら
,
施
薬
院
姦

め
異
教
徒
の
重
臣
達
が

｢伴
天
連
門
徒
之
儀

ハ

一
向
宗
よ
り
も
外

二
申
合
｣
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

A
文
書
が

｢党
｣
の
代
表
者
高
山
右
近
宛
の

｢粂
書

･
覚
書
｣
で
あ
る
こ
と
か
ら
,
天
正
十
二
年
の
段
階
で
既
に
存
在
し
て
い
た
右
近

と
施
薬
院
の
対
立
を
根
底
に
置
き
'
施
薬
院
の
主
導
↑
に

｢党
｣
の
解
体
を
目
的
と
し
て
A
文
書
は
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

二

右
近

へ
の
乗
数
要
求

管

っ
い
て
は
､
A
文
書
が

｢
党
｣
宛

｢粂
書

･
覚
書
｣
で
あ
り
,
中
で
も
嘉

が
<
｢党
｣
の

｢
天
下
｣

へ
の
包
摂
>
富

指

し

た



法
令
群
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
｢党
｣
の
包
摂
に
は
現
に
存
-

る

｢
覚
｣
そ
れ
自
身
の
解
体
､
換
骨
奪
胎
が

不
可

欠
で
あ
り
･
そ
の
た
め

｢
覚
｣
の
頂
点
に
位
す
る
右
近

へ
の
攻
撃
が
他
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
達
に
対
す
る

｢
歪

し
め
｣
と
し
て
必
要
で

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
更
に
右
近
に
対
し
強
制
改
宗
を
伴
う
領
国
経
営
を
理
由
に
キ
リ
ス
ト
教
の
棄
教
を
命
ず
る
こ
と
は
'

佃･
㈲の
具

体
化
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
秀
吉
は
右
近
に
対
し
使
者
を
通
じ
て
次
の
如
き
命
令
を
伝
え
た
｡

｢
キ
リ
シ
タ
ソ
弘
布
の
た
め
大
い
に
尽
し
'

領
内
の
神
社
仏
閣
を
破
壊
し
,
臣
下
を
そ
の
意
志
よ
｡
も
寧
ろ
強
制
に
ょ
り
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
し
た
者
は
､
天
下
の
署
に
ょ
-
仕
へ
る
こ

(67
)

と
が
で
き
ぬ
｡

よ

っ
て
キ
-
シ
タ
ン
を
止
め
る
か
､
然
ら
ず
は
直
に
そ
の
領
地
を
去
れ
｣
｡

と
こ
ろ
で
も
し
,
右
近
が
秀
吉
の
要
求
を
入
れ
て
棄
教
し
た
と
す
れ
ば
'
ど
う
い
う
こ
と
が
起

っ
た
で

あ
ろ
う
か
｡
本
来
右
近
宛
の
乗
数
要
求
は
秀
吉
の
側
近
､
施
薬
院
と
右
近
と
の
対
立
に
根
差
し
て
お
り
'

当
文
書

(よ
り
正
確
に
は
義

等
の
追
加
･
補
筆
の
な
い
も
の
)
が
施
薬
院
よ
り
右
近
に
手
交
さ
れ
る
と

い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
｡
こ
う
し
た
文
書
の
授
受
は
両
者
の
政
治
制
度
上
の
上
下
関
係
に
凝
固
し
て
行
き
'

<
図
5
>
の
如
く

共
に
側
近
と
し
て
対
等
な
立
場
に
あ

っ
た
も
の
が
上
下
関
係
へ
と
政
治
制
度
上
の
位

(a
)

置
を
変
化
さ
せ
た
と
思
わ
れ

る

｡

三

文
書
の
二
段
階
成
立

㈲の
<
分
別
の
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
体
制
外
へ
の
放
逐
>
が
右
近
の
所
領
没
収

･
追
放
と
対
応
し

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
｡
そ
れ
故
以
上
か
ら
S
と

-
群
の
み
な
ら
ず
潮
と

r群
の
対
応
関
係
も

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)



警
雷
毒

を

.
-

>4義<

第一段可 (1).β群

第二段鰭lt(1).β群)+(γ群.硝 )

七

〇

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

と
こ
ろ
で
フ
ロ
イ
ス
は
<
右
近
に
対
し

｢使
者
と
な

っ
た
者
な
ら
び
に
多
数
の
異
教
の
友
人
達
は
'
関
白
殿
の
命
に

(69
)

従
う
風
を
装
い
､
心
中
は
キ
-
シ
タ
ン
に
な

っ
て
い
よ
と
勧
め
た
｣
が
'
彼
は
こ
の
擬
装
転
向
を
潔
し
と

し
な

か

っ

た
>
と
述
べ
て
い
る
｡
使
者
や
友
人
達
が
右
近
に
面
従
腹
背
を
勧
め
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
は
'
秀
吉
に
排
除
の
論
理

の
持
ち
合
わ
せ
が
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
'
右
近
は
大
方
の
予
想
を
裏
切
り
'
棄
教
を
肯

ん
ぜ
ず

"
<
む
し
ろ
殉
教
を
>
と
強
硬
に
反
発
し
た
の
で
あ
る
｡
つ
ま
り

3
-佃
は

｢党
｣
の

｢
天
下
｣
へ
の
統
合
が
目
指
さ
れ

I.?｢
て
お
り
'
そ
の
た
め
右
近
に
は
棄
教
が
要
求
さ
れ
た
の
だ
が
'
彼
が
こ
の
要
求
に
従
わ
な
い
た
め
統
合
の
論
理
は
破
綻

L
t
新
た
に
排
除
を
目
指
す
γ
群
が
必
要
と
な
り
追
加

･
補
筆
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

一
方

｢党
｣
の

｢
天
下
｣

へ
の
統
合
が
破
綻
し
た
時
'
分
別
の
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
放
逐
の
み
な
ら
ず
'
｢会
｣

の

｢
天
下
｣

へ
の
統
合
が
可
能
か
否
か
が
新
た
に
問
題
と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
こ
こ
に
∂
群
の
加
筆
と
コ
エ
-
ヨ
へ

の

｢詰
問
｣
が
付
け
加
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
故
'

3-
何で
1
応
の
完
成
を
見
て
い
た
原
文
書
に
'
事
態
の
新
展
開
に

応
じ

㈲以
降
の
γ
群

･
∂
群
の
追
加

･
補
筆
が
あ
り
､
当
該
A
文
書
の
成
立
へ
と
至

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
t
A
文
書
は
<
表

4
>
の
如
く
'

二
段
階
に
亙
る
成
立
の
過
程
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

四

コ
ユ
リ

ヨ
と
の
交
渉

〉

(70
)

串

と
∂
群
と
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
'
秀
吉
政
権
と
イ

エ
ズ
ス
会
と
の
交
渉
過
程
を
フ
ロ
イ
ス
が
<

コ
エ
-
ヨ
へ
の



詰
問
>
と
記
鐘
し
て
い
る
の
は
､
フ
ロ
イ
ス
が
…

-
ヨ
と
同
じ
考
え
方
を
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
｡

三

リ
ヨ
と
の
交
渉
で
示
さ
れ
た
秀
吉
の
考
え
が
､
<
神
社
仏
閣
破
壊
の
禁
止
と
仏
教
諸
派
と
の
融
和
の
要
請
>
で
あ

っ
た
に
も
拘
ら

ず
,

≡

-
ヨ
は
キ
-
ス
ト
教
と
仏
教
と
の
非
和
解
的
対
立
を
強
調
し
､
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
こ
と
を
拒
否
し
'
秀
吉
の

｢
天
下
の

構
想
｣
を
根
底
的
に
覆
し
て
し
ま

っ
た
｡
こ
う
し
た
交
渉
の
不
成
立
,
｢党
｣
と

｢会
｣
の
統
合
の
失
敗
が
､
翌
十
九
日
早
朝
の
秀
吉
演

説
､
更
に
は
B
文
書
を
生
み
出
し
て
行
く
｡

五

翌
朝
の
演
説

A
文
書
と
事
項

ĉL～̂eLとの
対
応
関
係
を
こ
れ
享

確
認
し
て
釆
た
が
､
こ
こ
で
は
榊
の
六
月
十
九
日
早
朝
の
秀
吉
演
説
と
A
文
書
と

の
関
係
を
考
え
た
い
.
秀
吉
演
説

〔記
録
仲
に
よ
る
.
(

)
内
は
訳
者
の
補
足
語
ま
た
は
訳
註
〕

る

(対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
句
に
a
～
d
を
付
し
た
)
.

の
1
部
は
次
の
如
く
㈲

･
閏
と
対
応
し
て
い

∧
演
説
>

a

b

加
賀
の
国
に
お
い
て
は
､
そ
の
領
主
(富
樫
氏
)
を
追
放
し
大

亡

坂
の
僧
侶
を
国
主
と
し
､
主
君
と
し
て
迎
え
た
｡
(顕
如
)
は

予
の
宮
殿

(大
坂
城
)
予
の
眼
前

〔天
満
･
引
用
者
註
〕
に
い

a

る
が
'
予

は
彼
に
築
城
し
た
り
住
居
に
防
壁
を
設
け
る
こ
と

を
許
可
し
て
い
な
い
｡

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)

∧
文
書
>

a

㈲
-
-
･井
加
賀
国

一
国

門
徒

二
成
侯
而

国
主
之
富
樫
を
追
出

b一
向

宗
の
坊
主
も
と

へ
令
知
行
‥
‥
‥

c

d

S
-
-
真

坊
主
天
満
に
寺
を
立
さ
せ

錐
免
置
供

寺
内
二
如
前

々
ニ
ハ

不
被
仰
付
侯
事



七
二

と
こ
ろ
で
記
録

Sに
は

｢右
近
殿
が
追
放
さ
れ
ビ
セ
プ
ロ
ピ
ン
シ
ャ
ル
の
バ
ー
ド
レ

〔副
管
区
長
コ
エ
リ
ヨ
･
引
用
者
註
〕
が
厳

し

い
命

令
を
伝
え
ら
れ
た
夜
が
過
ぎ
て
'
翌
日
使
徒
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
祝
日
に
'
関
白
殿
は
起
き
て
前
夜
と
同
じ
く
激
怒
し
て
居
り
'
多
数
の
貴
族

の
前
で
わ
が
聖
教
な
ら
び
に
バ
ー
ド
レ
に
対
し
罵
署
の
言
を
放
ち
-
-
｣
と
あ
る
｡
こ
こ
か
ら
当
演
説
が
秀
吉
の

｢激
怒
｣
に
任
せ
て
な

さ
れ
､
し
か
も
そ
の
原
因
が
当
該
A
文
書
の
破
綻
'
統
合
の
論
理
の
破
綻
に
求
め
う
る
の
で
あ
る
か
ら
'
非
公
開
性
の

｢条
書

･
覚
書
｣

で
あ
る
当
文
書
が
反
古
に
な
る
こ
と
な
く
立
派
に
そ
の
使
命
を
果
し
得
た
な
ら
ば
'
当
然
の
こ
と
な
が
ら
当
該
演
説
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
｡

以
上
か
ら
の
～
制
の
全
事
項
と
A
文
書
と
の
問
に
は
強
い
対
応
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
､
事
項
湖
は
当
該
A
文
書
の
も
つ
本

来
的
機
能
と
は
無
関
係
で
あ
り
'
逆
に
撒

･

vi)･
vGTは当
該
文
書
の
本
来
的
棟
能
に
基
づ
く
出
来
事
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

第
五
章

文
書
の
伝
来
と
名
称

-

む
す
び
に
か
え
て

｢党
｣
や

｢会
｣
を

｢
天
下
｣
に
統
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
､
当
文
書
は
第

一
段
階
で
右
近
'
第
二
段
階
で
コ
エ
リ
ヨ
の
下

に
留

め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
'
交
渉
不
成
立
の
た
め
反
古
と
し
て
秀
吉
政
権
内
部
'
恐
ら
-
は
施
薬
院
の
下
に
留
め
ら
れ
'
翌
七
月
､
岩
沢

氏
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
如
く

伊
勢
神
宮
宛
に
下
附
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
現
在
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
当
文
書
の
歴
史
は
こ
こ
迄
で
あ
り
'

当
文
書
の

｢写
し
｣
が
伊
勢
の
神
官
文
庫
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
序
論
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
｡

～
,I-
:
N
.1

1

･..･ー･...Tlrtt亡ヽ
tWEIJIt■･;.pF･+.･.J･･'JtJrr･L･一一ILP.*
･茎

t一l一i
t一一1J一.一1一11㍉~
-~~



と
こ
ろ
で
'
当
文
書
が
伊
勢
神
宮
に
下
附
さ
れ
る
に
つ
い
て
岩
沢
氏
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
所
を
私
な
り
に
解
釈
し
直
し
て
み
る
と
'
次

(71
)

の
よ
う
に
な
る
.
六
月
'
当
文
書
の

｢写
し
｣
が
事
件
の
顛
末
と
共
に
施
薬
院
の
下
か
ら
神
宮
に
送
ら
れ
た
際
の
下
附
ル
ー
ト
は
'
施
薬

醍
-

上
部
貞
永

(豊
臣
氏
歳
入
地
代
官
)-
伊
勢
神
宮
で
あ
る
｡

一
万
七
月
に
至
り
'
当
文
書
の

｢正
文
｣
が
秀
舌
よ
り
下
附
さ
れ
る
際
'

神
官
側
は
稲
葉
兵
庫
頭

･
牧
村
兵
部
大
輔
を
介
し
て
秀
吉
と
の
接
触
に
努
め
て
お
り
'
し
か
も
こ
の
牧
村
は
か
つ
て
の

｢党
｣
の
一
員
で

も
あ

っ
た
｡
つ
ま
り
'
｢写
し
｣
と

｢正
文
｣
の
下
附
に
際
L
t
秀
吉
と
神
官
と
を
結
ぶ
パ
イ
プ
が
異
な
り
'

そ

の
背
後
に
施
薬
院
と
伊

(72
)

勢
神
官
と
の
対
立
を
想
定
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
｡
こ
の
こ
と
は
'
当
文
書
の
実
質
的
作
成
者
施
薬
院
と
'
当
文
書

｢
正
文
｣
の
伝

来
老
伊
勢
神
宮
と
の
間
に
'
本
質
的
結
び
付
き
は
な
く
'
伊
勢
神
宮
へ
の
伝
来
は
何
か
偶
然
的
な
要
田
に
ょ

っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る

｡｢キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
と
呼
び
習
わ
し
て
来
た
当
該
文
書
を
'
そ
れ
で
は

一
体
何
と
呼
ぶ
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
最
後
に
考
え
る
こ
と

で
む
す
び
に
か
え
た
い
｡
こ
れ
迄
度
々
述
べ
て
来
た
如
く
､
私
は
当
該
文
書
を
<
キ
リ
シ
タ
ン
党
の
中
心

･
高
山
右
近
と
日
本
イ
エ
ズ
ス

会
の
代
表

コ
エ
リ
ヨ
と
に
宛
て
ら
れ
た

｢兵
書

･
覚
書
｣
>
と
考
え
て
い
る
｡
そ
れ
に
も
拘
ら
ず

当
文
書
が
伊
勢
神
宮
に
下
附
さ
れ
る
に

際
L
t
当
時
の
人
々
は
当
該
文
書
を

｢伴
天
連
御
成
敗
之
御
朱
印
｣
と
呼
ん
で
い
た
の
だ
し
､
フ
ロ
イ
ス
は

｢箇
条
書
の
宣
告
文
｣
と
記

録
し
て
い
る
｡

前
者
に
関
し
て
'

｢伴
天
連
｣
を

｢成
敗
｣
す
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
む
し
ろ
翌
日
の
B
文
書
と
も
考
え
ら
れ
る
が
'
A
文
書
を
こ
の
様

に
呼
ん
だ
理
由
と
し
て
'
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
｡

日

当
文
書
は
結
果
と
し
て
翌
日
の

｢伴
天
連
追
放
令
｣
を
葡
し
た
の
で
こ
う
呼
ば
れ
た
.

r[印で
は

｢
党
｣
の
メ
ン
バ
I
た
る
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
を

｢伴
天
連
｣
と
述
べ
て
お
り
'
こ
こ
で
い
う

｢伴
天
連
｣
と
は
'
イ

ユ
ズ

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)



<表5>

<表6>

施 薬 院 1色事の斡旋人悪魔の手先 邪 謹言者

恐れを知らぬジュスト(公正) 正 殉教者高山右近

七
四

ス
全
土
の
み
な
ら
ず
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
を
も
含
め
た
総
称
で
あ
る
｡

後
者
に
関
し
て
は
'
フ
ロ
イ
ス
が
現
実
の
政
治
過
程
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か
と
い
う
問

題
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
｡
例
え
は
施
薬
院
か
ら
右
近
宛
に
文
書
の
授
受
が
実
際
に
行
な
わ
れ
た
と

す
る
と
'
両
者
の
間
に
は
<
表
5
>
の
如
き
記
号
論
的
な
関
係
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
｡
そ
れ
に

も
拘
ら
ず
'
フ
ロ
イ
ス
の
記
鐘
で
は
'
両
者
は
逆
転
し
<
表
6
>
の
如
く
登
場
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
記
号
論
的
転
換
を
前
提
と
す
る
と
'
勝
者
施
薬
院
と
負
者
右
近
と
を
命
令

･
服
従
､

上

･
下
の
関
係
で
再
度
結
合
す
る
力
を
持
つ
当
該
文
書
を
'
フ
ロ
イ
ス
が
<
正
義
の
人
に
一
方
的
に

降
り
懸
か
る
迫
害
>
の
如
-
と
ら
え
'
｢高
山
右
近
宛
の
箇
条
書
の
宣
告
文
｣
と
記
録
し
た
こ
と

を

納
得
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
こ
の
こ
と
は
'
第
四
章
四
で
述
べ
た
如
く
､
秀
吉
政
権
と
コ
エ
リ
ヨ

と
の
交
渉
の
過
程
を
'
フ
ロ
イ
ス
が

一
方
的
な

｢詰
問
｣
と
記
録
し
た
こ
と
と
同

一
現
象
な
の
で
あ

る

｡

註(

1

)

｢
キ
-
シ
タ
ン
禁
令
｣
と
い
う
呼
び
名
は
'
既
に
発
表
し
た
拙
稿
で
仮
に
こ
う
呼
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
｡
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
見
る
と

(天
正
十
五
年
六
月
十
八
日
付

｢覚
｣)
の
如
き
表
現
が
煎
本
増
夫
氏
以
来
'
次
第
に
多
く
な
っ
て
行
く
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
,

｢覚
｣
と
い

ぅ
も
の
が
古
文
書
様
式
論
と
し
て
確
定
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
な
い
C

(
2

)

拙
稿

｢伴
天
連
追
放
令
の
研
究
｣
(弘
前
大
学
教
養
部

『文
化
紀
要
』
一
四
号
二

九
八
〇
年
二
月
刊
)
参
照
｡
な
お
今
後
こ
れ
を

｢拙
稿
1
｣

と
略
す
｡

障
臆
陪

持

巨

行

き



(
3

)

『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
』
下

(『新
異
国
叢
書
』
4
'
堆
松
堂
刊
'

一
九
六
九
年
)
所
収
｡
以
下
こ
れ
を

『
下
』
と
略
す
｡

(
4
)

『
日
本
史
1

豊
臣
秀
吉
篇

Ⅰ
』
'
中
央
公
論
社
刊
'

一
九
七
七
年
'
三
一
六
～
三
三
五
貢
｡
な
お
今
後
こ
れ
を

『
日
本
史
1
』
の
よ
う
に
略
す
｡

(
5
)

『大
航
海
時
代
叢
書
』
刃
､
岩
波
書
店
刊
､

1
九
六
五
年
､

1
九
五

～
二
〇
〇
貢
｡

(6
)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
(前
田
家
蔵
本
写
)｡
な
お
こ
の
書
輸
全
文
の
翻
刻

･
紹
介
は
渡
辺
世
柘

｢
我
が
史
料
よ
り
見
た
る
戦
国
時

代
東
西
交
渉
史
補
遺
』
(『
史
学
雑
誌
』
五
〇
-
七
号
'

1
九
四
1
年
)｡

(

7

)

形
式
面
に
限
れ
ば
､
記
録
S

･
3
:は

｢書
翰
｣
､
記
録
㈹

･
3
:は

｢
著
述
｣
と
な
る
が
､
内
容
的
に
は
何
れ
も

｢
記
餐

･
報
告
｣
な
の
で
こ
の

よ
う
に
名
付
け
た
い
.
な
お
記
録
S

･
的
に
対
す
る
史
料
批
判
に
は
拙
稿

｢
伴
天
連
追
放
令
と
イ
エ
ズ
ス
会
｣
(『
日
本
歴
史
』
四
〇
六
号
､

1
九

八
二
年
三
月
号
)
参
照
｡
今
後
は
こ
れ
を

｢拙
稿
2
｣
と
略
す
｡

(

8

)

桑
田
忠
親

『豊
臣
秀
吉
研
究
』
(角
川
書
店
刊
､

一
九
七
五
年
十

一
月
)
三
四
七
頁
｡

(

9

)

｢
我
が
史
料
よ
り
見
た
る
戦
国
時
代
東
西
交
渉
史
｣
(史
学
会
編

『東
西
交
渉
史
』
上
巻
所
収
､
冨
山
房
刊
､

一
九
三
九
年
)｡

(
1
0

)

｢豊
臣
秀
吉
の
宣
教
師
追
放
令
に
つ
い
て
｣
(『
名
古
畳
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
会
報
』
二
二
号
､

一
九
八
一
年
七
月
)｡

(
11
)

｢
天
正
十
五
年
六
月
十
八
日
付
'
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
に
つ
い
て
｣
(『
中
央
史
学
』
五
号
'

1
九
八
二
年
三
月
)｡

(
ほ
)

第

1
次
写
本
た
る

｢
久
志
本
氏
本
｣
(宝
暦
五
年
の
写
本
)
と
イ
本
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
､
p
本
と

ハ
本
と
が

｢単

純

な
書
写
上
の
･"
ス
を
除
け
ば
-
-
全
く
同

1
で
あ
る
｣
こ
と
か
ら
'
p
本
は

｢
宝
暦
五
年
の
写
本
か
ら
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
｣
と
あ
る
｡

(
ほ
)

こ
こ
か
ら
､
p
本
を
写
し
た
大
世
古
の
槍
垣
氏
は
余
り
素
養
が
な
く
'
第

1
次
写
本
を
よ
く
読
め
な
か
っ
た
こ
と
､

『
写
』
を
作
成
し
た
御
節

の
榎
倉
武

一
氏
は
か
な
り
教
養
の
高
い
人
の
よ
う
で
は
あ
る
が
'

『古
格
』
の
中
か
ら
必
要
な
も
の
を
書
き
写
し
た
の
と
同
じ
精
神
で
､
正
確
に

書
写
す
る
こ
と
に
は
余
り
価
値
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
等
が
窺
え
る
｡

(

14

)

平
井
氏
は

｢
儀
｣
と

｢義
｣'
｢
者
｣
と

｢
も
の
｣'
｢香
｣
と

｢
か
は
｣
'
｢
成
｣
と

｢
な
り
｣
'
｢
て
｣
と

｢
而
｣
'

｢
よ
り
｣
と

｢
･Q｣
等
を
区

別
し
て
お
ら
れ
る
が
'

｢
ヲ
｣
と

｢
を
｣
､
｢
ハ
｣
と

｢
は
｣
の
区
別
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
｡

(
15
)

原
文
書

･
正
文
復
元
の
試
み
は
､
神
宮
文
庫
に
対
す
る
よ
り

一
層
の
調
査
を
ま
つ
べ
き
で
あ
り
'
そ
の
点
平
井
氏
の
今
後
に
期
待
し
た
い
｡

(
16
)

平
井
氏
は
第
八
条
の

｢
天
下
之
さ

ハ
リ
｣
の
部
分
を

｢
天
下
の
さ
1
ハ
リ
｣
と
し
て
お
ら
れ
る
が
'
｢佐
｣
の
草
書
体
は

｢
拒
｣
｢時
｣
の
二
様

が
あ
る
の
で

｢
さ
1

ハ
リ
｣
と
す
る
に
は
当
ら
な
い
と
思
う
｡
又
'

｢
者
｣
と
い
う
字
を

｢
ハ
｣
と
読
む
場
合
に
は

｢
は
｣､
｢
モ
ノ
｣
と
読
む
場

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)



(
17
)

(
18
)

(
19
)

(
20
)

(
21
)

(
22
)

(23
)

(
24

)

(
2
5

)

(
26
)

(
27
)

(
28
)

(
29
)

(
30
)

(
31
)

(
32
)

(
33
)

(
34
)

七
六

合
に
は

｢
者
｣
と
翻
刻
し
て
お
ら
れ
る
が
'
こ
こ
で
は
両
者
を
区
別
し
な
い
で

｢
者
｣
に
統

一
し
た
｡

前
註
(
9
)
参
照
｡

｢
我
が
史
料
よ
り
見
た
る
戦
国
時
代
東
西
交
渉
史
補
遺
｣

(『
史
学
雑
誌
』
五
〇
-
七
号
'

一
九
四
一
年
)0

｢
秀
吉
政
権
と
長
崎
-

伴
天
連
追
放
令
後
の
長
崎
支
配
を
中
心
と
し
て
-

｣
(『
歴
史
教
育
』

一
七
-
二
号
'

一
九
六
九
年
)0

有
馬
の

｢美
女
狩
り
｣
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
は
'
人
質
要
求
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡
な
お
後
註
(
66
)
参
照
｡

前
註
(
5
)参
照
｡
二
〇
〇
～
二
〇
三
貢
｡

『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
研
究
』
(岩
波
書
店
刊
'

一
九
七
七
年
)
所
収
｡

宝
暦
十
年
自
序
'
別
名

『
長
崎
志
正
編
』
.
『
長
崎
文
献
叢
書
第

1
輯
第
二
巻

長
崎
実
家
大
成
正
編
』

(丹
羽
漢
書

･
森
永
種
夫
校
訂
'
長
崎

文
献
社
刊
'

一
九
七
三
年
)0

前
掲
書

一
〇
六
貢
'
及
び
古
賀
十
二
郎
氏
の

｢解
額
｣
参
照
｡

『海
衰
叢
書
』
4

(平
楽
寺
書
店
刊
'

1
九
二
八
･
一
九
三
四
･
1
九
四
四
年
)
所
収
O

｢拙
稿
1
｣
参
照
｡

｢
拙
稿
2
｣
参
照
｡

｢
豊
臣
秀
吉
の
伴
天
連
成
敗
朱
印
状
に
つ
い
て
-

天
正
十
五
年
六
月
十
八
日
付
朱
印
状
の
批
判
-

｣
(『
国
学
院
雑
誌
』
八
〇
-

二

号
'

一
九
七

九
年
十

一
月
)0

雄
山
閣
出
版
刊
'

一
九
七
九
年
｡

『
日
本
の
古
文
書
』
上

(岩
波
書
店
刊
'

1
九
四
九
年
)
五
五
八
貢
｡

｢
切
支
丹
禁
田
の
再
吟
味
｣
(『
切
支
丹
史
の
研
究
』
畝
傍
書
房
刊
'

1
九
四
二
年
.
同
増
訂
版
'
新
人
物
往
来
社
刊
'

一
九
七

1
年
.
『
論
集
日

本
歴
史
6

織
豊
政
権
』
有
精
堂
刊
'

一
九
七
四
年
'
各
所
収
)0

『近
世
初
期
日
本
関
係
南
蛮
史
料
の
研
究
』
(風
間
書
房
刊
'

一
九
六
七
年
)0

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
を
め
ぐ

っ
て
｣
(『
日
本
歴
史
』
三
〇
八
号
'

一
九
七
四
年

一
月
号
)0

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
研
究
ノ
ー
ト
｣
(『
日
本
歴
史
』
三
三
八
号
'

1
九
七
六
年
七
月
号
).



(
35
)

(
36
)

(
37
)

(
38
)

(
39
)

(
40
)

(
41
)

(
42
)

(
43
)

(
44
)

(
45
)

(
46
)

(
47
)

(
48
)

(
49
)

(
50
)

■-..■lL･.･I･t.J一一ldllrJI!,･I､11p,･一-A.一.,LIT
f.･-rJr

煎
本
氏
の
外
奈
倉
哲
三
氏
も

｢
秀
舌
の
朝
鮮
侵
略
と

『神
国
』
｣
(『
歴
史
評
論
』
三
1
四
号
､

1
九
七
六
年
六
月
号
)
に
お
い
て
三
鬼
批
判
を
試

み
ら
れ
た
.
こ
れ
ら
の
論
争
に
つ
い
て
は
清
水
紘

1
氏
の
解
説

(『
近
世
対
外
関
係
史
論
』
有
信
望
刊
'

1
九
七
七
年
第
二
章
第

1
節
)
が
あ
る
｡

前
註
(
28
)
参
照
｡

『
鉄
砲
と
そ
の
時
代
』
(
歴
史
新
書
､
教
育
社
刊
､

一
九
八
一
年
三
月
)
及
び
前
註
(
10
)参
照
｡

清
水
紘

一
『
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
史
』
(
歴
史
新
書
'
教
育
社
刊
､

一
九
八
一
年
九
月
)
及
び
三
鬼
氏
前
掲
書

(前
註
参
照
)0

第
二
章
二
参
照
｡

肉
食
と
人
身
売
買
の
件
は
記
鐘
国
に
も
記
さ
れ
て
お
り
'
当
時
秀
吉
政
権
内
部
で
こ
れ
ら
の
事
柄
が
話
題
と
な

っ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
.

こ
の
文
書
は

｢
信
長
公
記
｣
巻
十
三
に
収
め
ら
れ
て
お
り
へ
奥
野
高
広

『織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
下
所
収
(吉
川
弘
文
館
刊
､

1
九
七
〇
年
)
'

朝
尾
直
弘

｢
将
軍
権
力
の
創
出
臼
｣
(『
歴
史
評
論
』
二
九
三
号
､

一
九
七
四
年
)
に
全
文
の
紹
介
が
あ
る
｡

丸
山
孝

1
『
カ
ト
リ
ッ
ク
土
着
-

キ
リ
シ
タ
ン
の
末
葡
た
ち
-
』
(N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
､
日
本
放
送
出
版
協
会
刊
'

1
九
八
〇
年
九
月
)0

『
下
』
四
〇
～
五
〇
頁
｡

記
餐
S
及
び

『
日
本
史
8
』
二
三
三
貢
.

-
わ
し
-
は
別
稿
に
お
い
て
述
べ
る
予
定
｡
な
お
第
二
章
二
参
照
｡

｢
相
良
氏
法
度
の
一
考
察
｣

(『戦
国
法
成
立
史
論
』
東
京
大
学
出
版
会
刊
､

一
九
七
九
年
所
収
)｡

『
戦
国
社
会
史
論
』
I
｢
戦
国
法
の
成
立
と
構
造
｣

(東
京
大
学
出
版
会
刊
'

一
九
七
四
年
)0

『
日
本
史
5
』

1
六
七
頁
に
よ
れ
は
'
明
智
光
秀
は
右
近
が

｢
自
分
の
味
方
に
な
る
に
違
い
な
い
｣
と
勘
違
い
し
て
い
た
と
あ
る
｡

『
日
本
史
-
』
三
四
五
貢
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
｡
｢
三
年
前

(天
正
十
二
年
､
引
用
者
註
)
で
あ

っ
た
が
､

(彼
､
右
近
は
)
ま
た
し
て
も
大

坂
で
幾
人
か
の
貴
人
を
説
得
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
｡
そ
の
う
ち
の
一
人
小
寺
官
兵
衛
殿
が
司
祭
ら
に
打
ち
明
け
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
､
デ
ウ
ス
の
教
え
の
敵
で
あ
る
例
の
関
白
の
老
い
た

(色
事
の
)
周
旋
人

(施
薬
院
徳
運
)
が
談
話
の
間
'
キ
リ
シ
タ
ン
の
武
将
が
数

を
増
し
て
い
る
こ
と
は
､
は
な
は
だ
面
白
か
ら
ぬ
こ
と
で
､
そ
れ
は
右
近
と
そ
の
仲
間
が
関
白
に
対
し
て
何
事
か
を
企
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
｡

よ
っ
て
さ
よ
う
な
こ
と
を
禁
ず
る
よ
う
関
白
に
進
言
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
語

っ
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
｣｡

個
人
的
信
仰
に
対
す
る
無
関
心
は
'
当
文
書

的･
紬に
お
い
て
伴
天
連
の
統
制
を
問
題
と
し
て
お
き
な
が
ら
､
彼
等
が
布
教
活
動
の
中
心
的
担

｢
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
｣
の
研
究

(安
野
)



七
八

い
手
で
あ
る
こ
と
に
は
何
も
触
れ
て
い
な
い
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
｡

(
51
)

『
日
本
中
世
の
国
家
と
宗
教
』
(岩
波
書
店
刊
へ

一
九
七
五
年
)0

(
sV

重
量
諦
成

『
日
本
仏
教
史
Ⅲ
･
近
世

近
代
篇
』
(法
蔵
館
刊
'

1
九
六
七
年
)
三
八
･
三
九
貢
｡

(
a
)

勿
論
こ
こ
に
は
外
来
の
キ
リ
ス
ト
教
を
仏
教
の
一
派
と
し
て
理
解
し
､
積
極
的
に
国
内
に
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
当
時
の
多
く
の
日
本
人

信
者
達
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
｡

(
54
)

第
四
章
参
照
｡

(
5
)

記
錠
-ii;.

(
56
)

『
日
本
史
u
』

一
八
九
貢
｡

(
57
)

彼
は

一
時
乗
数
し
た
が
オ
ル
ガ
ン
チ
-
ノ
に
会
い
再
び
キ
リ
シ
タ
ン
に
立
ち
返

っ
た
｡
遠
藤
周
作

『
鉄
の
首
柵
1

小
西
行
長
伝
』
へ中
公
文
庫
､

一
九
七
九
年
)0

(
58
)

小
西
行
長
に
つ
い
て
は
別
稿
で
く
わ
し
-
述
べ
る
予
定
で
あ
る
｡

(
59
)

人
身
売
買
に
つ
い
て
は
次
の
研
究
が
あ
る
｡
岡
本
良
知

｢
日
本
人
奴
隷
輸
出
問
題
｣
(『
十
六
世
紀
日
欧
交
渉
史
の
研
究
』
六
甲
書
房
刊
'

一
九

四
二
年
所
収
)'
牧
英
正

『人
身
売
買
』
岩
波
新
書
､

T
九
七

7
年
.

(
60
)

藤
木
久
志

｢
豊
臣
政
権
の
九
州
国
分
令
に
つ
い
て
｣
(『
豊
田
武
博
士
古
稀
記
念

･
日
本
中
世
の
政
治
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
刊
､

1
九
八
〇
年

所
収
)｡

(
61
)

｢
キ
リ
シ
タ
ン
伴
天
連
追
放
令
I

集
権
的
封
建
制
樹
立
の
量
コロー

｣
(『歴
史
教
育
』
三
-
九
号
'

1
九
五
五
年
)'
｢
伴
天
連
追
放
令
-

集
権
的

封
建
制
の
宣
言
1

｣
(『
キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
と
抵
抗
』
雄
山
閣
出
版
刊
､

一
九
八
一
年
所
収
)C

(
62
)

宮
島
敬

一
氏
は

｢
戦
国
期
に
お
け
る
在
地
法
秩
序
の
考
察
｣

(『史
学
雑
誌
』
八
七
1
一
号
'

一
九
七
八
年

一
月
)
に
お
い
て

｢
申

合
状
｣
を

と
り
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
'
こ
れ
が

1
探
契
状
に
類
似
す
る
と
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
o
こ
こ
か
ら
申
合
せ
を
し
て
い
た
人
々
に

｢
キ
リ
シ
タ
ソ

党
｣
に
対
す
る

｢
反
キ
リ
シ
タ
ン
党
｣
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
'
秀
長

･
施
薬
院

･
鍋
島

･
島
津

･
毛
利
等
々
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

そ
う
で
あ
る
｡

(
63
)

一
向
宗
側
は
寺
内
町
特
権
を
て
こ
に
地
頭
領
主
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
､
寺
内
町
の
設
立

･
破
却
が
領
主
権
力
と
の
鋭
い
対
立



点
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
天
文

･
永
禄
年
中
に
お
い
て
既
に
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
峰
岸
純
夫

｢
1
向

1
挟
｣
(新

『
岩
波
講
座
日
本

歴
史

8
』

一
四
四
頁
)'
藤
木
久
志

｢統

一
政
権
の
成
立
｣
(新

『岩
波
講
座
日
本
歴
史
9
』
四
四
頁
)｡

(
64
)

こ
の
結
果

脚の
｢
百
姓
以
下
｣
に
対
す
る
信
仰
の
自
由
東
認
と
い
う
政
策
が
生
ま
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

(
65
)

こ
の
結
果
例
え
ば
今
度
の
九
州
御
動
座
に
際
し
秀
吉
は
本
願
寺
の
実
力
者
下
問
頼
廉
を
伴
い
'
対
島
津
氏
戦
に
お
い
て
一
向
宗
不
知
火
湾
門
徒

の
力
を
利
用
し
島
津
氏
の
背
後
を
撹
乱
さ
せ
た
の
で
あ
る
｡
藤

木
久
志

『織
田
･
豊
臣
政
権
論
』
(『
日
本
の
歴
史
15
』
小
学
館
刊
'

一
九
七
五

年
)
0

(
66
)

｢
美
女
狩
り
｣
と
い
う
フ
ロ
イ
ス
の
表
現
は
施
薬
院
を

｢
色
事
の
斡
旋
人
｣
と
言
う
こ
と
と
共
通
性
が
あ
り
'
こ
う
し
た
フ
ロ
イ
ス
の
も

の
の

見
方
の
背
後
に
は
異
文
化
理
解
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡

｢
美
女
狩
り
｣
と
あ
る
の
は
実
は
人
質
の
こ
と
で
あ
り
'
施
薬
院
は

主
従
制
の
根
幹
を
な
す
人
質
の
取
扱
い
を
秀
吉
よ
り
委
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
妻
や
娘
を
人
質
と
し
て
秀
吉
に
差
し
出
す
と
'
彼
女

等
は
秀
吉
の

｢
ハ
レ
ム
｣
に
つ
れ
て
行
か
れ
た
に
違
い
な
い
'
又
'
秀
吉
は

｢
日
本
国
の
君
と
な
り
'
そ
の
地
位
が
安
全
と
な
り
確
保
さ
れ
｣
る

と
異
教
徒
の
常
と
し
て

｢
そ
れ
ま
で
隠
し
て
い
た
多
く
の
不
徳
を
行
い
'
特
に
婦
人
に
関
す
る
情
慾
を
恋
に
し
｣
た
に
違
い
な
い
t
と
い
う
二
重

の
推
測
が
フ
ロ
イ
ス
の
側
に
あ
り
'
そ
れ
が

｢美
女
狩
り
｣
と
い
う
認
識
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡

(
67

)

記
録

S｡

(
68
)

こ
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
と
し
て
施
薬
院
-
小
西
行
長
I

有
馬

･
大
村

･
五
鴨
等
々
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
'
｢拙
稿
1
｣
参
照
.

(69)
記
蘇

S.

(
70)
第

一
章

一
'
<
表
3
>
参
照
｡

(
71
)

三
鬼
氏

(前
註
(
33
)参
照
)
に
従
う
と
'
文
禄
三
年
の
伊
勢
検
地
の
際
も
こ
の
ル
ー
ト
に
従
い
施
薬
院
は
神
宮
領
検
地
免
除
の
た
め
奔
走
し
た

と
あ
る
｡

(72
)

更
に
こ
の
背
後
に
は

｢
天
下
の
構
想
｣
そ
れ
自
体
と
天
台
宗
の
僧
施
薬
院
の
関
係
と
い
う
秀
吉
政
権
内
部
の
事
情
が
関
与
し
て
い
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
｡

｢
キ
リ
シ
タ
ン
鉢
苓
｣
の
研
究

(安
野
)


